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第
85
回
全
国
都
市
問
題
会
議
（
主
催
：
全
国
市
長

会
、（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
、（
公

財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
八
戸
市
、
協
賛
：（
公
財
）

全
国
市
長
会
館
）
が
、
２
０
２
３
年
10
月
12
日
（
木
）、

13
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
青
森
県
八
戸
市
の
八

戸
市
公
会
堂
・
公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。「
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
都
市

の
魅
力
と
発
展
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
市
区
長
や
市

区
議
会
議
員
な
ど
約
１
８
０
０
人
が
全
国
各
地
よ
り

参
集
し
、
１
日
目
は
開
会
式
、
基
調
講
演
、
主
報
告
、

一
般
報
告
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
閉
会
式
、
行
政
視
察
（
希
望
者
の
み
）
が
実

施
さ
れ
た
。

全国都市問題会議報告
第85回

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所　研究員　濵
は ま だ

田　愛
めぐみ

文化芸術・スポーツが生み出す
都市の魅力と発展

開会あいさつを行う立谷会長

開会式
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第85回 全国都市問題会議報告 文化芸術・スポーツが生み出す都市の魅力と発展

開
会
式

　

開
会
式
の
冒
頭
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
市

長
会
会
長
の
立
谷
秀
清
・
相
馬
市
長
に
よ
る
開
会
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
熊
谷
雄
一
・
八
戸
市
長
に
よ
る

開
催
市
市
長
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
下
宗
一

郎
・
青
森
県
知
事
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

基
調
講
演

　

東
京
藝
術
大
学
長
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日
比
野
克
彦

氏
よ
り
「
ア
ー
ト
の
役
割
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
の
自
身
の
活
動
を
通
じ
た
ア
ー
ト
に
よ
る
社
会
課

題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト

と
社
会
と
の
接
続
に
向
け
同
大
学
が
進
め
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
紹
介
し
、
参
加
者
ら
の
ア
ー
ト
へ
の

認
識
を
新
た
に
し
た
。

　

冒
頭
で
は
２
０
２
１
年
に
開
館
し
た
八
戸
市
美
術
館

に
言
及
し
、
美
術
館
が
有
す
る
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ル
ー

ム
」と
い
う
特
徴
的
な
空
間
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ（
国
際
博
物

館
会
議
）に
よ
り
２
０
２
２
年
に
更
新
さ
れ
た「
博
物
館

（
美
術
館
も
含
む
）」
の
定
義
に
基
づ
き
、
地
域
の
中
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
、
と
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
日
比
野
氏
が
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
ア
ー
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活

動
と
し
て
、
出
身
地
で
あ
る
岐
阜
県
岐
阜
市
に
お
け
る

「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」を
は
じ
め
、
茨
城
県
水
戸
市
で
開

催
し
て
い
る「H

IBIN
O

 CU
P

」、
水
戸
芸
術
館
や
金
沢

21
世
紀
美
術
館
で
の
「
明あ
さ
っ
て

後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
の
取
り
組
み
や
、
館
長
を
務
め

る
熊
本
市
現
代
美
術
館
で
の
ア
ー
ト
活
動
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
市
民
ら
と
一
緒
に「
何
か
を『
つ
く
る
』こ
と
」

な
ど
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、
人
間
が
物

語
を
紡
ぐ
発
想
力
を
引
き
出
す
力
な
ど
、
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
た
ア
ー
ト
の
役
割
が
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
ー
ト
に
よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目

指
す
東
京
藝
術
大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
福

祉
×
芸
術
」
を
テ
ー
マ
に
多
様
な
人
々
の
共
生
を
目
指

す
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「D

iversity on the A
rts 

Project

」（
通
称D

O
O

R

）や
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ

り
健
康
を
促
す
「
文
化
的
処
方
」
の
実
装
を
目
指
し
て

２
０
２
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
多
く
の
企
業
や
自
治
体
が

参
加
す
る
「
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
創
拠
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
併
せ
て

文
化
的
処
方
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
先
進
事
例
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、「
ア
ー
ト
は
生
き
る
力
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
基
調
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

主
報
告

　

熊
谷
雄
一
・
八
戸
市
長
に
よ
り
「
八
戸
市
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

主
報
告
が
行
わ
れ
た
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
公

共
施
設
整
備
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
の
意
義
と
課
題

を
報
告
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
拠
点
を
通
じ
た
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
へ
の
展
望
を

示
し
た
。

　

八
戸
市
が
展
開
し
て
き
た
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

基調講演

日比野・東京藝術大学長、アーティスト

主報告

熊谷・八戸市長
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と
し
て
、
２
０
１
１
年
に
整
備
さ
れ
た
「
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
」や
、
そ
の
プ
レ
事
業
と
し

て
２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
酔
っ
払
い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
２
０
１
６
年
に
開
設
し
た
「
八
戸

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や
、
２
０
１
８
年
に
開
設
し
た「
八

戸
ま
ち
な
か
広
場
マ
チ
ニ
ワ
」、
２
０
２
１
年
開
設
の

「
八
戸
市
美
術
館
」な
ど
、
空
洞
化
し
た
中
心
市
街
地
の

都
市
機
能
再
編
と
連
動
し
た
文
化
施
設
整
備
や
文
化
活

動
の
取
り
組
み
を
中
心
に
説
明
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ま
ず「
氷
都
・

八
戸
」
の
市
民
の
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
ス
ケ
ー

ト
競
技
の
支
援
と
し
て
、
２
０
１
９
年
に
整
備
さ
れ
た

「
長
根
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
（
Ｙ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
八
戸
）」
や

２
０
２
０
年
に
整
備
さ
れ
官
民
連
携
で
運
営
す
る

「FLA
T

 H
A

CH
IN

O
H

E

」
な
ど
の
施
設
整
備
、
競
技

人
口
の
裾
野
を
広
げ
る
「
氷
都
八
戸
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
紹
介
さ
れ
、
次
い
で
、
八
戸
市
に
拠

点
を
置
く
四
つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
サ
ッ
カ
ー

の「
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
Ｆ
Ｃ
」、
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の「
東
北
フ
リ
ー
ブ
レ
イ
ズ
」、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
「
青
森
ワ
ッ
ツ
」
と
「
八
戸
ダ
イ
ム
」）
と
、

そ
れ
ら
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
資
源
と
し
て
活
用
し
、

市
民
に
よ
る
多
様
な
関
わ
り
の
場
を
提
供
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

市
長
は
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
が
「
生
き
る
歓
び
に
直
接

訴
え
か
け
る
」
よ
う
な
本
質
的
な
価
値
を
有
す
る
と
し

て
、
特
に
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
下
の
地

域
社
会
に
お
け
る
市
民
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
効
果
に
言
及

し
、
そ
れ
ら
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
な
ど
パ
ブ
リ
ッ

ク
な
空
間
の
重
要
性
を
説
い
た
。

一
般
報
告

　

１
日
目
の
10
月
12
日
の
午
後
に
は
、
３
題
の
一
般
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

１
題
目
は
、
文
化
事
業
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
演
出
家
の

吉
川
由
美
氏
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
の
活
力
は
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
政
策
か
ら
育
ま
れ
る
」
と
題
し
た
報
告
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

経
験
を
通
じ
て
、
今
の
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
視
点
か
ら
の
文
化
政
策
と
し
て
、
幅

広
い
分
野
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
文
化
を
位
置
付
け
地

域
社
会
を
醸
成
し
て
い
く
、
地
域
に
根
差
し
た
在
り
方

を
示
し
た
。

　

吉
川
氏
が
約
10
年
間
に
わ
た
り
担
当
し
て
き
た
「
八

戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
」
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
民
と
共
に
「
地
域
の
資
源
を
大
事

に
想
い
な
が
ら
新
し
い
魅
力
を
創
り
出
す
」
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
三
つ
の
柱
（
①
八
戸
の
中
心
街

を
み
ん
な
の
関
心
空
間
に
す
る
、
②
八
戸
の
地
域
資
源

を
再
発
見
し
て
再
価
値
化
す
る
、
③
フ
ラ
ッ
ト
な
交
流

と
対
話
の
場
を
創
出
）
を
提
示
し
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
ち
の
人
々
の
情
報
を
吹
き
出

し
に
す
る
「
八
戸
の
う
わ
さ
」、
開
館
記
念
の
写
真
展

「
八
戸
レ
ビ
ュ
ウ
」、
八
つ
の
横
町
を
舞
台
に
し
た「
酔
っ

払
い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア
タ
ー
」、
古

武
芸
の
騎き
ば
だ
き
ゅ
う

馬
打
毬
と
中
学
校
ロ
ボ
コ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た「
は
っ
ち
流
騎
馬
打
毬
」、
漁
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た「
魚
ラ
ボ
」、
デ
コ
ト
ラ
を
衣
装
と
し
て
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
民
ら
の
普

段
の
役
割
や
立
場
の
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
対
等
に
語
り

合
い
異
な
る
価
値
観
を
認
め
合
う
場
や
、
主
役
と
し
て

ま
ち
を
動
か
す
市
民
の
マ
イ
ン
ド
が
醸
成
さ
れ
て
い
く

様
子
を
、
現
場
の
視
点
か
ら
報
告
し
た
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
文
化
政
策
と
し
て
、
八
戸
三
社

大
祭
を
題
材
に
し
た
「D

A
SH

IJIN

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

例
に
挙
げ
、
山
車
小
屋
で
の
山
車
づ
く
り
の
場
が
そ
こ

に
関
わ
る
人
々
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
孤
独
か

ら
解
放
し
、
地
域
を
つ
く
る
人
を
育
て
て
い
る
様
子
を

示
し
、「
地
域
社
会
の
分
母
」
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
文
化
を
支
え
て
い
る
市
民
の
無
償
の
奉
仕
に
対
す

る
支
援
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
吉
川
氏
が
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
携
わ
っ
た
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
南
三
陸
町
の
戸
倉
地
区
に

お
い
て
、
震
災
後
に
漁
師
ら
が
全
員
一
斉
に
漁
業
権
を

放
棄
し
、
カ
キ
の
養
殖
の
利
益
を
再
分
配
す
る
取
り
組

み
で
国
際
認
証
を
取
得
し
た
復
興
に
つ
い
て
、「
人
は
一

人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」と
い
う
地
域
に
根
差
し
た「
講
」

の
文
化
が
背
景
に
あ
る
と
し
、
地
域
の
力
を
育
む
場
と

し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
語
っ
た
。

　

結
び
に
、
吉
川
氏
は
文
化
政
策
を
料
理
の「
出
汁
」の

よ
う
な
も
の
と
例
え
、
地
域
社
会
の
分
母
と
し
て
の
文

化
を
支
え
る
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
政
策
を
考
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

２
題
目
は
、

岡
利
夫
・
東
御
市
長
に
よ
り
「
標
高

差
１
５
０
０
ｍ
の
地
勢
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
創
出
」
と
題
し
て
、
東
御
市
の
地
理
的
環
境

を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
標
高
差
を
活
用
し
た
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
整
備
の

経
緯
や
、
市
民
や
一
般
の
人
々
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

東
御
市
の
平
地
が
少
な
く
標
高
差
の
あ
る
地
形
は
こ

れ
ま
で
土
地
利
用
と
し
て
は
欠
点
と
い
う
認
識
が
持
た

れ
て
い
た
が
、
そ
の
特
徴
を
個
性
と
し
て
捉
え
、
地
域

資
源
と
し
て
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
主
に

農
地
を
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
畑
に
転
用
し
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
と
説
明
し
た
。

　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
東
御
市
に
整
備
さ

れ
た「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク
湯
の
丸
」に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
が
あ
り
、
２
０
２
１
年
夏
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
北
陸
新
幹
線
や
上

信
越
自
動
車
道
に
よ
る
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

を
活
用
し
、
新
た
な
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
つ
く
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
状
況
の
中
で
財
源
の

確
保
や
水
泳
競
技
の
公
認
規
格
を
実
現
す
る
た
め
に
打

ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
施
策
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
必
要
な

条
件
と
し
て
、
市
長
は
、
①
練
習
施
設
、
②
休
養
・
宿

泊
場
所
、
③
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る
食
事
、
④
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
⑤
医
科
学
的
サ
ポ
ー

ト
、
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
の
高
い

水
準
を
満
た
す
た
め
に
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
湯
の
丸
に
て
実
施
し
た
施
設
整
備
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
波
及
効
果
と

し
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

者
の
利
用
、
山
に
登
っ
て
標
高
差
を
克
服
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
市
民
や
一
般
の
人
々
へ
の
広
が
り
を

見
せ
た
こ
と
を
示
し
、
標
高
差
を
生
か
し
て
盛
ん
に
な

り
つ
つ
あ
る
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
地
域
に
還
元
し
、
市
内
外
の
人
々
に
と
っ
て
訪

れ
る
価
値
が
あ
る
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い

う
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
。

　

３
題
目
は
、
株
式
会
社
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
取

締
役
副
社
長
の
鈴
木
秀
樹
氏
よ
り
、「
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
有
効
活
用
」
と
題
し

た
報
告
が
行
わ
れ
た
。
全
国
で
１
０
０
を
超
え
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
自
治
体
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
中

で
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
て
か
ら
の
30
年
間
に
わ
た
り
、

一般報告

吉川・文化事業ディレクター、演出家

岡・東御市長

鈴木・株式会社鹿島アントラーズFC
取締役副社長



10DECEMBER 2023 市政

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
構
築
し
て
き
た
地
域
と
の
関
わ

り
の
経
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
資
源
と
し
て
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　

ま
ず
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
り
鹿
島
臨

海
工
業
地
帯
を
有
す
る
設
立
当
初
の
５
町
村
に
お
け
る

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
ス
タ
ジ
ア
ム
の
設
立
か
ら
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
５
市
（
鹿
嶋
市
、
潮
来
市
、
神
栖
市
、
行
方

市
、
鉾
田
市
）
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
公

的
連
携
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
て
地
域

と
の
関
係
に
お
い
て
新
し
い
方
向
性
へ
舵
を
切
っ
た
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域
に
も
た
ら
す
関
係
性
の
実

践
例
と
し
て
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
ド

ク
タ
ー
が
一
般
市
民
も
診
療
す
る
体
制
を
整
え
た
り
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
や
介
護
予
防
医
療
と
い
っ
た
地
域

医
療
へ
の
貢
献
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
食
育
の
取

り
組
み
、
学
校
で
の
講
演
や
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
遠
足
の

受
け
入
れ
な
ど
、
教
育
や
人
材
育
成
へ
の
貢
献
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
有
す
る
重

要
な
資
産
と
し
て
試
合
時
の
観
戦
客
な
ど
の「
デ
ー
タ
」

を
挙
げ
、
自
治
体
の
施
策
へ
の
活
用
を
促
し
た
。

　

２
０
０
６
年
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
て
運
営

す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
制
約
を
受
け
ず

自
由
度
を
高
め
る
た
め
に
指
定
管
理
料
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
一
昨
年
か
ら
実
験
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ス

マ
ー
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
」
と
題
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
電

子
化
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
試
み
や
、
芝
生
を
保
護
し

て
休
ま
せ
る
よ
り
も
使
っ
て
稼
ぐ
と
い
う
考
え
方
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
新
ス
タ
ジ

ア
ム
構
想
な
ど
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
践
を
報
告
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ア
セ
ッ
ト
を
用
い

て
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
視
点
か
ら
の
地
域
と
の
関
係
を

探
る
た
め
、
２
０
２
１
年
に
新
た
に
立
ち
上
げ
た
ま
ち

づ
く
り
会
社
（
株
式
会
社
Ｋ
Ｘ
）
の
紹
介
が
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
す
た
め
の「
人
づ
く
り
」を
応
援

し
て
い
く
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
教
育
、
育
成
、
医

療
な
ど
の
観
点
か
ら
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
資
源
を
理
解
し

て
地
域
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
提
言
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

２
日
目
の
10
月
13
日
の
午
前
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
小
林
真
理
・
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
迎
え
、
今
川
和
佳
子
・
合
同
会
社im

ajim
u

代
表
取

締
役
、
松
橋
崇
史
・
拓
殖
大
学
商
学
部
教
授
、
賴
重
秀

一
・
沼
津
市
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
ら
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、
小
林
氏
は
「
人
間
が
い
る
と
こ
ろ
に

は
必
ず
文
化
が
あ
る
」
と
述
べ
、
地
域
の
持
続
に
と
っ

て「
文
化
」が
大
切
で
、
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利

で
あ
る
一
方
で
、
単
目
的
な
文
化
行
政
の
施
策
の
在
り

方
に
疑
問
を
呈
し
、「
文
化
」の
領
域
を
地
域
の
コ
ア
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
開
い
て
い
き
、
各
分
野
が
連

携
し
て
文
化
で
横
串
を
刺
す
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
文
化
振
興
の
方
策
を
示
し
た
。
さ
ら
に
初
日
の
議

論
の
振
り
返
り
と
し
て
、
ア
ー
ト
・
文
化
そ
れ
自
体
の

役
割
と
可
能
性
、
地
域
資
源
の
見
直
し
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
人
を
育
て
る（
行
政
・
住
民
・
事
業
者
な
ど
）、
ま

ち
づ
く
り
を
協
働
で
き
る
人
や
企
業
と
の
成
長
、
な
ど

の
論
点
を
挙
げ
た
。

　

今
川
氏
は
「
八
戸
の
独
自
性
が
生
み
出
し
て
き
た
も

の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
は
っ
ち
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
現
在
取
り

組
む
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。「
は
っ
ち
」
で
は
、

オ
ー
プ
ン
前
の
３
年
間
で
約
30
の
プ
レ
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
事
前
の
段
階
か
ら
の
市
民
と
の
協
働
や
相
互

理
解
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
市
民
が
参
加
す

る
こ
と
で
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い

く
面
白
さ
や
、
郷
土
芸
能
を
習
い
に
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
漁
師
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
、
八
戸
に
こ
ぼ
れ
落
ち

て
い
る
小
さ
い
も
の
や
人
を
探
し
出
し
、
感
動
を
周
り
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に
伝
え
る
と
い
う
取
り
組
み
の
姿
勢
を
示
し
、「
酔
っ
払

い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア
タ
ー
」で
は
ま
ち

の
人
の
寛
容
性
や
相
互
理
解
の
高
ま
り
、「
三
陸
国
際

芸
術
祭
」
で
は
民
俗
芸
能
で
若
手
の
芸
能
者
に
着
目
す

る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
様
子
、「
八
仙
」の
酒
蔵
を
活
用
し
て
音
楽
や
ア
ー

ト
の
入
り
口
を
作
る
こ
と
で
人
材
育
成
や
人
の
つ
な
が

り
に
貢
献
し
た
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

松
橋
氏
は
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
役

割
と
そ
の
変
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
域
活
性
化
と

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
地
域
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ

政
策
、
地
域
活
性
化
で
重
視
さ
れ
る
考
え
方
と
ス
ポ
ー

ツ
の
役
割
の
変
化
、
の
観
点
か
ら
報
告
を
行
い
、
文
化

政
策
の
中
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
を
提
示
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
自
治
体
と
の
関
係
と
し

て
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
を
有
し
て

い
る
地
域
の
自
治
体
か
ら
支
援
を
得
る
必
然
性
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
密
着
と
い
う
戦
略
的
な
理
念
を
打

ち
出
し
た
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
距
離
を
一
気
に

縮
め
る
契
機
と
な
っ
た
と
説
明
し
、
ク
ラ
ブ
・
自
治
体

の
双
方
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
用
い
た
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ま
れ
つ
つ
あ
る
現
状
認
識
を
述
べ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
体
の
種
目
振
興
を

は
じ
め
、
全
国
大
会
や
世
界
大
会
な
ど
の
開
催
が
ト
リ

ガ
ー
と
な
っ
て
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
促
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
様
性
の
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
道
具

や
ル
ー
ル
を
変
え
る
と
い
っ
た
共
生
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
解
決
策
を
ス
ポ
ー
ツ
が
提
供
し
つ
つ
あ
る
状
況

を
示
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
懸
命
さ
を
弱
さ

や
脆
さ
も
含
め
て
情
報
と
し
て
発
信
し
、
時
代
に
伴
っ

て
訴
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
や
地
域
活
性
化
の
文

脈
に
お
け
る
役
割
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝

パネルディスカッション

小林・東京大学大学院人文社会系研究科
教授

今川・合同会社imajimu代表取締役

賴重・沼津市長

パネリスト

コーディネーター

松橋・拓殖大学商学部教授

山崎・綾部市長
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え
た
。

　

賴
重
氏
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
沼
津
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

２
０
２
３
年
に
整
備
さ
れ
た
「
香
陵
ア
リ
ー
ナ
」
を

は
じ
め
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
交
流
拠
点
施
設
「F3 

BA
SE

」
や
、
民
間
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
練
習
場
の

「D
K

FREERID
E M

T
B PA

RK

」
と
い
っ
た
公
設
や

民
営
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
沼
津
」と
し
て
の

取
り
組
み
や
、「
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
」を
は
じ
め
と
す

る
沼
津
市
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の

連
携
事
業
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
‼
』２
期

の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
始
め
た
、
市
内
各
地

の
聖
地
巡
礼
、
民
間
事
業
者
や
商
店
街
と
の
協
働
、
行

政
と
し
て
の
民
間
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
の
発

信
、
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
起
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ニ
メ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
、
市
外
の
人
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

生
じ
る
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
な

ど
の
効
果
を
示
唆
し
た
。

　

山
崎
氏
は
、「
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
で
紡
ぐ
ま
ち
・

綾
部
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
合
唱
の
ま
ち
」
の
取
り
組

み
を
中
心
に
綾
部
市
に
お
け
る
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

綾
部
市
で
は
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市

歌
、
踊
り
、
太
鼓
を
市
民
全
体
で
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
一
方
、
高
齢
化
で
文
化
に
関
わ
る
人
の
裾
野
が
狭

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
育
成
型
と
鑑
賞
型
を
組

み
合
わ
せ
た
文
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
カ
ヌ
ー
、
登
山
レ
ー
ス
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
な
ど
の
大

会
を
開
催
し
て
き
て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
の

地
産
地
消
の
食
べ
物
の
提
供
な
ど
も
地
域
振
興
へ
貢
献

で
き
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
れ
ら
を
望
む
人
が

関
わ
り
や
す
い
環
境
整
備
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る
と

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
策
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど

の
動
機
の
一
つ
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
教
育
や
、
移
住
・

定
住
施
策
で
は
、
住
ん
で
い
る
市
民
の
生
活
を
楽
し
く

元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
を
見
て
遠
く

の
人
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
述
べ
、
報
告
を
終
え
た
。

　

以
上
の
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
時
間
を
取
っ
て
理
解
者
を
増
や
す
重
要
性

や
、
経
済
的
価
値
や
社
会
的
価
値
だ
け
で
は
な
く
本
質

的
価
値
を
問
う
必
要
性
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

閉
会
式

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
都
市
の
清
元
秀
泰
・
姫
路

市
長
の
あ
い
さ
つ
、（
公
財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
理
事

の
奥
山
恵
美
子
氏
よ
り
閉
会
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
２

日
間
の
学
び
の
場
は
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

行
政
視
察

　

午
後
に
は
希
望
者
に
よ
る
行
政
視
察
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
ら
は
、

● 

文
化
：
八
戸
市
中
心
市
街
地
の
文
化
芸
術
拠
点
「
八

戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や「
は
っ
ち
」な
ど
を
巡
る

● 

ス
ポ
ー
ツ
：
市
内
の「
長
根
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
」や
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ「FLA

T
 H

A
CH

IN
O

H
E

」を
巡
る
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● 

歴
史
：
文
化
財
な
ど
を
展
示
す
る「
是
川
縄
文
館
」の

見
学
や
、「
え
ん
ぶ
り
」鑑
賞
で
歴
史
に
触
れ
る

● 

自
然
：
名
勝
「
種
差
海
岸
」
や
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地

「
蕪
島
」な
ど
の
豊
か
な
自
然
や
景
勝
地
を
巡
る

● 

港
：
船
上
か
ら
港
町
八
戸
の
漁
港
・
自
然
・
工
業
な

ど
が
織
り
な
す
港
湾
風
景
を
望
む

● 

つ
な
ぐ
：「
多
賀
多
目
的
運
動
場
」や
、
救
命
救
急
医

療
を
有
す
る「
八
戸
市
立
市
民
病
院
」を
巡
る

の
六
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
視
察
を
行
い
、
こ
の
度

の
会
議
で
議
論
さ
れ
た
八
戸
市
の
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
を
じ
か
に
体
験
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

今
回
の
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
、
文
化
政
策
や
文
化

振
興
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
考
え
て
い
く
上
で
、
ま
ず

「
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
射
程
を
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な

生
活
の
も
の
・
こ
と
か
ら
問
い
直
す
必
要
性
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
登
壇
者
の
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け

取
っ
た
。
吉
川
氏
や
今
川
氏
ら
が
携
わ
っ
た
「
は
っ
ち
」

の
プ
レ
事
業
の
よ
う
に
、
事
前
段
階
か
ら
の
地
域
と
の

関
係
構
築
や
相
互
理
解
を
通
じ
て
、
市
民
の
生
活
と
有

機
的
か
つ
連
続
的
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
空
間
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た

「
文
化
」
の
新
し
い
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
文
化
事
業

や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
今
後
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
示

さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
度
の
議
論
を
踏
ま
え
た
政

策
の
展
開
を
通
じ
、
各
地
の
固
有
の「
文
化
」と
そ
れ
に

結
び
付
く
市
民
ら
の
生
活
が
、
持
続
し
、
芽
吹
き
、
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
。

閉会あいさつを行う奥山・理事

閉会式

次期開催市のあいさつを行う清元・姫路市長

ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」に登録されている八戸三社大祭の
山車が展示された

陸奥国八戸総鎮守の法霊山龗（ほうりょうさんおがみ）神社に伝わる山伏系統の法
霊神楽の披露。八戸三社大祭では迫力の一斉歯打ちを見せる



（茨城県）

４
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
継
承 

「
魁
の
精
神
」に
よ
る
人
づ
く
り

　

周
知
の
通
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
日
本
帝
国

憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
２
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
会
の
創
設

（
明
治
23
／
１
８
９
０
年
11
月
）
と
併
せ
、
近
代
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
本
格
的
な
地
方
自
治
制
度
の
魁

（
先
駆
け
）と
し
て
、
明
治
22
年
４
月
１
日
、
市
制
・

町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
31
の
市

が
ま
ず
誕
生
し
た
。
同
年
度
中
に
は
東
京
市
を
含

む
別
の
９
市
が
新
た
に
誕
生
。
初
年
度
の
市
制
施

行
都
市
は
計
40
市
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
40
市
は
、

旧
藩
時
代
か
ら
城
下
町
な
ど
、
地
域
の
中
心
と
し

て
機
能
し
て
い
た
都
市
ば
か
り
だ
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
今
日
も
都
道
府
県
庁
所
在
都
市
や
そ
れ
に

準
ず
る
都
市
へ
と
発
展
、
地
域
の
中
核
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
江
戸
時
代
初
期
に
、
将
軍
を
輩
出
、

あ
る
い
は
補
佐
す
る「
家
」を
意
味
す
る
徳
川「
御
三

家
」
と
し
て
出
発
し
、
江
戸
期
を
通
じ
て
政
治
的
・

文
化
的
に
ひ
と
き
わ
重
き
を
置
か
れ
た
水
戸
藩
の

中
心
地
も
ま
た
、「
水
戸
市
」
と
し
て
、
最
初
の
31

市
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
※
水
戸
市
の

市
制
施
行
時
の
人
口
は
２
万
５
５
９
１
人
、
本
年

10
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口

総
数
は
26
万
８
２
３
１
人
、
人
口
の
ピ
ー
ク
は
平

成
28
／
２
０
１
６
年
の
27
万
１
０
４
７
人
）。

　

水
戸
の
中
心
市
街
地
（
城
下
町
地
区
）
は
、
市
制

施
行
以
前
の
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
に
実
施
さ
れ

た
廃
藩
置
県
を
契
機
に
、
一
足
早
く
、
茨
城
県
の

県
庁
所
在
地
と
も
な
っ
た
。
従
っ
て
、
水
戸
の
地

に
お
け
る
、
現
茨
城
県
エ
リ
ア
の
中
心
地
と
し
て

の
役
割
は
、
慶
長
14
（
１
６
０
９
）
年
の
水
戸
藩
誕

生
以
来
、
今
日
ま
で
４
０
０
年
以
上
も
続
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
水
戸
市
は
わ
が
国
の
地
方
自
治

制
度
の
根
幹
で
あ
る
「
都
市
の
魁
（
先
駆
け
）」
の
一

つ
で
、
こ
の
「
魁
」
と
い
う
言
葉
は
、
水
戸
市
の
現

在
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
基
本
理
念

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
現
行「
水
戸
市
第
６
次
総
合
計
画（
以
下
、

第
６
次
総
合
計
画
）」
の
愛
称
は
「
み
と
魁
プ
ラ
ン
」

だ
。
こ
の
場
合
の
「
魁
」
は
、
産
業
振
興
や
子
育
て

支
援
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
・
活
力
を
ア
ッ
プ
し
、

人
口
減
少
抑
制
を
目
指
す
た
め
に
実
施
さ
れ
る
「
地

域
の
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
の
施
策
全
般
」

を
、
市
民
に
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
未
来

市 政 ル ポ 水
み と

戸市

高
たかはし

橋　靖
やすし

水戸市長

市
民
と
共
に
創
り
未
来
に
躍
動
す
る《
魁
》の
ま
ち
!!

基
盤
は
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
よ
る
次
世
代
の
育
成
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を
見
据
え
、
世
に
先
ん
じ
て
行
動
す
る
こ
と
を
促

す
魁
の
精
神
は
「
水
戸
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
―
第
２
次
―
（
以
下
、
第
２
次
創
生
総

合
戦
略
）」
の
基
本
理
念
と
も
当
然
、

通
底
し
て
い
る
。

　
「
魁
の
精
神
こ
そ
は
、
実
は
水
戸
藩

が
始
ま
っ
て
以
来
、
水
戸
藩
士
に
常

に
求
め
ら
れ
た
、
伝
統
的
な
精
神
の

在
り
方
の
一
つ
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
高
橋
靖
水
戸
市

長
だ
。「
例
え
ば
、
水
戸
黄
門
の
異
名

で
知
ら
れ
、
明
治
時
代
の
完
成
に
至

る
ま
で
二
百
数
十
年
間
に
わ
た
り
事

業
が
継
承
さ
れ
た
、
前
代
未
聞
の
壮

大
な
出
版
事
業
『
大
日
本

史
』
の
編
さ
ん
を
主
導
し
た

水
戸
藩
第
２
代
藩
主
・
徳
川

（
水
戸
）光
圀
公（
寛
永
５
／

１
６
２
８
年
～
元
禄
13
／

１
７
０
０
年
）
が
、
編
さ
ん
の
基
本
理
念
と
し
て
示

し
た
『
彰
往
考
来
／
過
去
を
明
ら
か
に
し
て
未
来
を

考
え
る
』の
精
神
は
、
今
日
に
も
通
用
す
る《
真
理
》

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

光
圀
公
の
学
問
や
教
育
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

学
問
は
実
際
に
役
立
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
《
実
用
の
学
問
》
や
、
学
問
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
自
ら
知

る
こ
と
と
す
る
《
人
の
人
た
る
道
を
知
る
た
め
の
学

問
》
と
い
う
言
葉
な
ど
に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
彰
往
考
来
の
精
神
と
併
せ
、
非
常
に
科
学
的
・

実
証
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
治
者
と
し
て
の
確
固

た
る
基
本
理
念
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
光
圀
公
の
学
問
を
重
ん
じ
る
精
神
は
、

第
９
代
藩
主
・
徳
川
（
水
戸
）
斉
昭
公
（
寛
政
12
／

１
８
０
０
年
～
万
延
元
／
１
８
６
０
年
）
と
、
そ
の

ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
会
澤
正
志
斎
や
藤
田
東
湖
ら
が

発
展
的
に
継
承
し
、
尊
王
攘
夷
思
想
や
『
天
下
の
魁

た
ら
ん
と
す
る
精
神
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
基
本
理
念
は
、
斉
昭
公
が

創
設
し
た
日
本
最
大
級
の
藩
校『
弘
道
館
』

で
の
教
え
な
ど
を
通
じ
て
、
水
戸
藩
士
は

も
と
よ
り
、
幕
末
維
新
期
に
改
革
の
志
を

立
て
た
全
国
の
若
者
た
ち
に
、
大
き
な
思

想
的
影
響
を
与
え
、
明
治
維
新
実
現
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
価
値
観
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
部
分
も
、
多
々
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
先
人
の
教
え
か
ら
真
理
を
学
ぼ

う
と
す
る
彰
往
考
来
の
精
神
や
、
空
理
空

論
で
な
い
速
や
か
な
行
動
力
を
伴
っ
た
理
論
構
築

を
大
切
に
す
る
魁
の
精
神
は
、
世
の
中
全
般
に
閉

塞
感
が
漂
う
現
代
に
こ
そ
有
効
な
、
何
事
に
も
通

じ
る
基
本
理
念
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。『
第
６
次
総
合
計
画
』
や
『
第
２
次
創
生
総
合

戦
略
』
の
基
本
理
念
に
、
魁
と
い
う
文
言
を
受
け
継

ぎ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
標
榜
し
て
い
る
の
も
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
理
念
や
達
成
目
標
は
、
速

や
か
に
実
践
し
、
成
果
を
出
し
て
こ
そ
、
初
め
て

市
民
の
負
託
に
応
え
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
当

然
の
考
え
方
か
ら
な
の
で
す
」（
高
橋
市
長
）

　

高
橋
市
長
は
衆
議
院
議
員
秘
書
を
経
て
、
平
成

７
（
１
９
９
５
）
年
５
月
か
ら
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
８
月
ま
で
水
戸
市
議
会
議
員
を
、
平
成
17
年
９

月
か
ら
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
１
月
ま
で
茨
城
県

議
会
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
後
、
平
成
23
年
５

月
に
実
施
の
水
戸
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
。
本

年
５
月
か
ら
４
期
13
年
目
に
入
っ
て
い
る
。

徳川光圀公の発案で200年以上の歳月をかけ編さんされた
「大日本史編纂の地」記念碑（旧水戸城三の丸エリア）

栃木県の那須山脈を源流に茨城県で海に注ぐ那珂川はか
つて、水戸藩の経済を支える物流の大動脈だった

幕末維新の底流を成す尊王攘夷主義の原動力となった水戸藩の藩校・弘道館

水戸市
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「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
」が
形
成
す
る 

わ
が
ま
ち
の
未
来
づ
く
り

　

水
戸
市
に
お
け
る
伝
統
的
な
魁
の
精
神
は
、
地

元
の
経
済
お
よ
び
文
化
を
振
興
し
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
も
資
す
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
の
基
本
理
念
の
柱
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
水
戸
市
は
そ
の
絶
対
的
な
基
盤

に「
次
世
代
教
育
の
推
進
」を
据
え
て
い
る
。

　

そ
こ
に
こ
そ
、
水
戸
藩
以
来
の
教
育
重
視
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
、
ま
さ
に
「
水
戸
市
ら
し
さ
」
の
表

象
と
も
言
う
べ
き
特
徴
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　
「
魁
の
精
神
を
実
践
す
る
基
盤
は
、
そ
れ
を
実
行

で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
に

あ
り
、
育
成
の
要
諦
を
成
す
の

は
、
幼
少
期
か
ら
の
適
切
な
教

育
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
私

自
身
、
次
世
代
へ
の
教
育
こ
そ

が
、
現
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
最
重
要
基
盤
と
考
え
、『
第

６
次
総
合
計
画
／
み
と
魁
プ
ラ

ン
』
に
お
い
て
も
、
多
様
な
施

策
・
事
業
を
通
じ
て
、
本
市
な

ら
で
は
の
『
水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
』
を
追
究
し
、
実
践
し
て

い
る
の
で
す
」（
高
橋
市
長
）

　

水
戸
市
教
育
委
員
会
が
作
成

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
水
戸
ス

タ
イ
ル
の
教
育
」
に
よ
れ
ば
、「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
と
は
、
水
戸
の
先
人
の
教
え
を
基
底
に
、
次

世
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
確

か
な
学
力
の
定
着
や
、
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
心
の
育
成
を
図
る
取
組
等
を
、

先
進
的
に
進
め
る
教
育
」と
定
義
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
は
、
そ
れ
ら

の
基
本
理
念
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
教
育
現
場
で
の

メ
ソ
ッ
ド
の
方
向
性
を
示
す
《
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
》《
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ン
》《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
》

《
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
》の
四
つ
の
プ
ラ
ン（
取
り
組
み

の
方
向
性
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
プ
ラ

ン
に
お
け
る
「
主
要
目
標
」「
具
体
的
な
取
組
」
の
概

要
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
だ
（
水
戸
市
教
育
委
員
会

「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
」よ
り
抜
粋
、
一
部
要
約
）。

◇
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
［
主
要
目
標
／
確
か
な
学
力

の
定
着
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
の
育
成
］

・
学
力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
（
水
戸
市
任
用
の

非
常
勤
講
師
を
小
中
学
校
に
配
置
、
習
熟
度
に
応

じ
た
指
導
、
少
人
数
指
導
で
学
力
向
上
を
図
る
）。

／
・
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

習
の
実
践
（
個
々
の
習
熟
度
に
応
じ
た
問
題
に
本
人

が
納
得
い
く
ま
で
取
り
組
み
、
つ
ま
ず
き
の
多
い

単
元
を
個
別
重
点
的
に
指
導
す
る
こ
と
で
効
果
的

な
学
習
を
実
践
）。
／
・
大
学
と
の
連
携
「
つ
な
が

る
学
び 

み
と
☆Future College
」
の
実
践
（
茨
城

大
学
・
常
磐
大
学
・
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
・
筑

波
大
学
と
連
携
し
、
大
学
教
授
や
大
学
生
と
交
流

し
な
が
ら
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
な
ど
に
触
れ

る
こ
と
で
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
醸
成
）。

／
・
そ
の
他
（
中
学
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
大
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
数
学
に
特
化
し
た
学
習
相
談
の
実
施
、
１
人

１
台
端
末
か
ら
得
ら
れ
る
個
別
の
教
育
デ
ー
タ
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
ほ
か
）。

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ン
［
主
要
目
標
／
英
会
話
力
の

向
上
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
］

・
英
語
指
導
助
手
の
活
用（
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
配

置
し
、
実
践
的
な
英
会
話
力
を
醸
成
）。
／
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ 

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
中

心
に
友
達
と
英
会
話
に
よ
る
体
験
活
動
を
実
施
。
英

語
漬
け
の
環
境
で
英
会
話
力
を
向
上
）。
／
・
次
世

代
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
育
成
（
小
学
６
年
生
・
中
学
１

夏の風物詩「水戸黄門まつり」は、水戸黄門カーニバル、山車やみこしの
競演、水戸偕楽園花火大会など、多彩な内容で人気

水戸スタイルの教育《キャリアプラン》の一環で実施されている「おもてなしボ
ランティア活動」の様子（二の丸角櫓内）
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年
生
を
対
象
に
、
学
校
の
枠
を

超
え
た
交
流
を
図
り
、
難
度
の

高
い
科
学
や
数
学
、
芸
術
な
ど

の
課
題
に
協
働
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
児
童
生
徒
た
ち
の
学
び

の
意
欲
を
促
進
）。
／
・
情
報

活
用
能
力
の
育
成
（
１
人
１
台

端
末
や
大
型
提
示
装
置
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
児
童

生
徒
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を

向
上
）。

◇
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン［
主
要
目
標

／
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

教
育
の
充
実
、
世
界
に
誇
る
水

戸
芸
術
館
と
連
携
し
た
芸
術
教
育
の
充
実
、
体
験
学

習
の
充
実
］

・
お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
（「
水
戸

の
梅
ま
つ
り
」で
来
訪
す
る
観
光
客
向
け
に
、
小
中
学

生
が
観
光
案
内
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
ほ

か
）。
／
・
水
戸
教
学
の
推
進
（
水
戸
が
生
ん
だ
偉
大

な
先
人
の
教
え
を
学
び
、
自
己
の
生
き
方
に
生
か
す

た
め
の
学
び
の
場
の
実
現
）。
／
・
水
戸
な
ら
で
は
の

芸
術
教
育
（
世
界
に
誇
る
水
戸
芸
術
館
と
の
連
携
に

よ
る
、
多
彩
な
芸
術
体
感
教
育
の
実
践
）。
／
・
宿

泊
を
伴
う
自
然
教
室
の
実
施
（
中
学
２
年
生
を
対
象

に
、
泊
り
が
け
の
自
然
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

友
達
と
の
絆
や
豊
か
な
心
の
醸
成
を
図
る
）。

◇
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン［
主
要
目
標
／
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
い
じ
め
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
］

・
あ
い
さ
つ
運
動

（
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
連
携
に
よ
る
あ

い
さ
つ
運
動
の
実

施
）／
・
１
人
１
台

端
末
を
活
用
し
た

校
内
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
窓
口（
１
人
１

台
端
末
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
た
ち
が

教
職
員
に
対
し
、

い
じ
め
を
含
め
た

相
談
を
行
え
る
体

制
の
構
築
）。
／
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
に
関
す

る
講
演
会
（
中
学
生
を
対
象
に
有
識
者
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
た
い
じ
め
へ
の
対
処
法
を
指
導
）。

　

以
上
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を
推
進
す
る
各

種
プ
ラ
ン
の
概
要
を
ご
紹
介
し
た
が
、
そ
の
き
め

細
や
か
さ
や
独
自
性
と
と
も
に
目
立
つ
の
が
「
１
人

１
台
端
末
」
を
使
っ
た
、
多
様
な
取
り
組
み
だ
。
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
は
、
全
国
共
通
の

取
り
組
み
課
題
だ
が
、
児
童
生
徒
た
ち
の
日
常
生

活
の
悩
み
解
決
に
も
自
在
に
端
末
を
活
用
す
る
水

戸
ス
タ
イ
ル
は
、
双
方
向
性
の
高
い
情
報
端
末
の

特
性
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル

と
し
て
、
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
内
外
の
大
学
の
教
員
、
大
学
生
、

水戸スタイルの教育《キャリアプラン》の一環で実施される中学2年生向け事業
「宿泊を伴う自然教室」（ラフティング）

毎年2月半ばから3月半ばまで開催の「水戸の梅まつり」は、偕楽園および弘道
館が会場

市制施行100周年を記念し建設された水戸芸術館は市民の誇る国際的アート空
間であり、子どもたちの学びの場でもある

水戸芸術館で開催された中学生のための音楽鑑賞会（水戸スタイルの芸術教育
の一環）の様子
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高
校
生
な
ど
が
、
小
中
学
生
と
盛
ん
に
交
流
す
る

様
子
は
、
ま
さ
に
藩
校
・
弘
道
館
譲
り
の
、
教
え

と
学
び
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
、
地
域
ぐ
る
み
の

伝
統
的
取
り
組
み
と
言
え
る
。

ま
ち
な
か
に
息
づ
く「
教
育
立
市
・
水
戸
」

の
多
様
な
魅
力
と
活
力

　
「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
の
最
大
の
目
的
の
一
つ

は
、
先
人
た
ち
の
教
育
を
大
切
に
す
る
思
い
を
引

き
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
の
確
か

な
夢
を
自
ら
見
つ
け
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

学
び
が
持
つ
《
喜
び
》
を
、
児
童
生
徒
た
ち
に
体
感

し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

水
戸
藩
時
代
か
ら
教
育
を
重
視
し
て
き
た
、
水

戸
と
い
う
場
だ
か
ら
こ
そ
実
現
が
可
能
な
学
び
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
結

果
、
将
来
的
に
た
と
え
水
戸
市
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
水
戸
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

て
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
必
ず
や
精
神
的
な
基
盤
と

な
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
上
で
の
助
け
に
な
る

は
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
教
え
の
場
や
仕
組

み
を
児
童
生
徒
た
ち
に
提
供
す
る
の
は
、
そ
う
信

じ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

本
音
を
言
い
ま
す
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
働
き
で
、
サ

ケ
が
生
ま
れ
た
川
に
戻
り
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
効
果
も
期
待
し
ま
す
が
（
笑
）、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
、
故
郷
で
仲
間
た
ち
や
先
生
方
と
し
っ
か

り
楽
し
く
学
び
合
い
、
育
ま
れ
た
記
憶
は
、
一
生

の
宝
物
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水
戸

ス
タ
イ
ル
の
教
育
の
推
進
に
は
、
私
自
身
、
そ
ん

な
思
い
も
込
め
て
お
り
ま
す
」（
高
橋

市
長
）

　

水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を
基
盤
に

実
施
さ
れ
て
い
る
、
水
戸
市
の
次
世

代
育
成
の
成
果
は
、
若
者
た
ち
に
よ

る
「
自
主
的
な
社
会
参
画
意
識
」
の
向

上
を
も
促
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
児

童
生
徒
た
ち
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進
は
前
出
《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
》
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
令

和
４
年
度
に
は
生
涯
学
習
課
が
市
の

各
部
署
と
市
内
の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
結
ぶ
窓
口
活
動
を
開
始
。

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
、
恒
例《
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
》で
は
、

８
２
８
人
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
「
当
然
」
と
考
え
る

高
校
生
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
21
の
高
校
か
ら
本
年
８
月
現
在
、

74
人
の
若
者
た
ち
が
参
加
す
る
常
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
《
水
戸
市
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
》
は
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
設
立
と
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
生
以
上
の
世
代
が
中
心
的
に
参
加
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
《
み
と
青
年
会
》
も
、
昭
和

56（
１
９
８
１
）年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

水
戸
市
に
お
け
る
若
者
た
ち
の
地
域
へ
の
参
画

意
識
は
、
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
土
壌
と
し
て

元
々
あ
っ
た
。
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
は
、
そ
の

土
壌
を
さ
ら
に
幅
広
く
、
強
固
な
も
の
に
し
つ
つ 多くの高校生がボランティアとして運営を支える「水戸黄門漫遊マラソン」

見事な梅林で知られる偕楽園（日本三名園）は、藩校・弘道館と共に水戸藩
士の人材育成の基盤となった

かつての水戸城の堀であり、偕楽園の借景としても人気の千波湖は、市民
の憩いの場
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水戸市　市 政 ル ポ

（茨城県）

あ
る
施
策
と
も
言
え
る
。

　

さ
て
、
水
戸
市
の
市
街
地
を
歩
い
て
い
て
つ
く

づ
く
感
じ
る
の
は
、
ま
ち
の
そ
こ
こ
こ
に
、
水
戸

藩
設
立
以
来
４
０
０
年
以
上
を
か
け
、
培
わ
れ
て

き
た
独
特
の
風
土
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
だ
。
現

代
的
な
ビ
ル
群
で
構
成
さ
れ
る
中
心
市
街
地
に
隣

接
し
て
、
千
波
湖
が
あ
り
、
千
波
湖
を
見
下
ろ
す

高
台
に
は
徳
川
斉
昭
公
が
つ
く
っ
た
日
本
三
名
園

の
一
つ「
偕
楽
園
」が
広
が
る
。

　

偕
楽
園
か
ら
中
心
市
街
地
を
挟
ん
で
、
水
戸
城

跡
が
あ
り
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
を
リ
ー
ド
し

た
藩
校
の
弘
道
館
が
あ
る
。
ま
た
、
水
戸
城
跡
の

域
内
に
は
、
隣
接
す
る
弘
道
館
の
衣
鉢
を
継
ぐ
か

の
よ
う
に
、
古
い
伝
統
を
持
つ
市
立
小
・
中
学
校

な
ど
が
立
地
し
て
い
る
。

　

偕
楽
園
・
千
波
湖
と
水
戸
城
跡
・
弘
道
館
の
中

間
点
に
位
置
す
る
中
心
市
街
地
に
は
、
水
戸
ス
タ

イ
ル
の
教
育
の
《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
》
に
も
関
わ
る

水
戸
芸
術
館
（
平
成
２
／
１
９
９
０
年
、
水
戸
市
市

制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
竣
工
・
開
館
）
が

あ
る
。
水
戸
芸
術
館
の
向
か
い
に
は
、
本
年
７
月

に
正
式
開
館
（
竣
工
は
令
和
４
年
10
月
）
し
、
文
化

ホ
ー
ル
と
し
て
充
実
し
た
機
能
を
持
つ
２
代
目
市

民
会
館
が
、
モ
ダ
ン
な
た
た
ず
ま
い
で
立
地
し
て

い
る
。

　

徳
川
斉
昭
公
が
弘
道
館
と
偕
楽
園
を
同
時
期
に

つ
く
っ
た
の
は
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
勉
学
の
場
・

弘
道
館
の
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
緊
張

を
ほ
ぐ
す
よ
う
な
憩
い
の
場
も
必
要
と
い
う
「
一
張

一
弛
」
の
観
点
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
以
来
、

４
０
０
年
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
独
特
の
風
土

が
息
づ
く
市
街
地
の
様
子
は
、
こ
の
一
張
一
弛
を

体
現
す
る
か
の
よ
う
な
、
水
戸
市
の
「
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
ま
ち
な
み
」
に
由
来
し
て
い
る
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
回
の
取
材（
８
月
25
日
）に
当
た
り
、
こ
の
よ
う

に
近
世
・
近
代
・
現
代
が
、
魅
力
的
に
融
合
す
る
水

戸
市
の
市
街
地
を
歩
い
て
み
て
、
も
う
一
つ
、
非
常

に
目
立
っ
て
い
た
の
が
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を

享
受
す
る
世
代
の
、
小
中
高
校
生
た
ち
の
元
気
な
姿

だ
。
夏
休
み
も
後
半
の
時
期
だ
っ
た
せ
い
か
、
Ｊ
Ｒ

水
戸
駅
近
く
に
集
中
し
て
立
地
す
る
学
習
塾
や
予
備

校
周
辺
に
は
、
常
に
多
く
の
児
童
生
徒
た
ち
の
明
る

く
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
市
民
会
館
の

ラ
ウ
ン
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
勉
強
や
休
憩
の
ス
ペ
ー
ス
）

で
、
静
か
に
机
に
向
か
う
若
者
た
ち
の
姿
も
印
象
的

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、

水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
の
総
本
山「
総

合
教
育
研
究
所
」１

階
の
、
土
曜
だ
け

自
習
・
学
習
の
使

用
が
可
能
な
情
報

プ
ラ
ザ
で
は
、
や

は
り
静
か
に
机
に

向
か
う
児
童
生
徒

た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
令
和
４
年

11
月
に
は
、
水
戸

ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
も
関
わ
っ
て
い
る
茨
城
大
学
・

常
磐
大
学
の
学
生
た
ち
が
、「
若
者
た
ち
の
転
出
者

を
減
ら
す
た
め
の
効
果
的
な
方
法
」「
若
者
の
転
入

者
増
加
に
有
効
な
雇
用
」「
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
都
市
の
実
現
に
必
要
な
も
の
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
う
「
若
者
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
政
策
提
言
発
表
会
」
が
、
高
橋
市
長

の
出
席
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

活
発
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
整
然
と
し

た
、
児
童
生
徒
た
ち
の
日
常
的
な
た
た
ず
ま
い
や
、

青
年
た
ち
が
地
域
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

そ
れ
に
対
し
て
行
政
が
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る
、
こ

う
し
た
「
構
造
的
な
在
り
方
」
に
こ
そ
、
水
戸
ス
タ

イ
ル
の
教
育
が
目
指
す
成
果
の
一
つ
が
、
既
に
示

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
８
月
25
日
）

水戸スタイルの教育の総本山・総合教育研究所1F情報プラザは児童生徒た
ちの自習スペースとしても活用されている

水戸市にとって2代目となる「市民会館」は水戸市最新のランドマーク

19 市政 DECEMBER 2023



趣
味
の
１
２
３
ラ
ン
で
和
泉
市
を
快
走

　

弥
生
時
代
の
集
落
と
し
て
全
国
有
数
の
規
模
を

誇
る
池
上
曽
根
遺
跡
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
、

「
和い
ず
み
の
く
に

泉
国
」
の
政
治
を
つ
か
さ
ど
る
国
府
が
置
か
れ

た
歴
史
の
ま
ち
和
泉
市
は
、
大
阪
府
の
南
部
に
位

置
し
、
都
会
の
利
便
性
と
田
舎
の
豊
か
な
自
然
を

併
せ
持
つ
、
自
称
日
本
一
の「
都
会
×
田
舎
＝
ト
カ

イ
ナ
カ
」で
す
。

　

市
域
の
半
分
は
、
大
型
商
業
施
設
や
工
業
団
地

が
あ
り
、
宅
地
開
発
な
ど
で
都
市
整
備
を
進
め
て

い
る
エ
リ
ア
で
、
も
う
半
分
は
、
緑
豊
か
な
里
山

や
田
園
に
包
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
す
。
大
阪
市
内
ま

で
電
車
で
約
20
分
、
関
西
国
際
空
港
ま
で
も
約
20

分
と
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
和
泉
市
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
家
に
生

ま
れ
た
私
は
、
生
粋
の
和
泉
市
人
間
で
す
。
理
科

系
大
学
を
卒
業
し
て
、
商
社
勤
務
を
経
た
後
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
で
、
市
議
会
に
お
送
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
市
長
選
で
１
度
の
落
選
を

経
て
、
現
在
、
市
長
４
期
目
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
、
市
長
と
し
て

の
激
務
を
果
た
す
に
は
、
健
康
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
の
日
課
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

朝
ラ
ン
や
週
末
ラ
ン
で
、
気
の
向
く
ま
ま
に
和
泉

市
を
駆
け
回
っ
て
お
り
、
60
歳
を
過
ぎ
た
今
も
、

月
間
１
２
３
㎞
走
り
ま
す
。
１
２
３
㎞
は
、
１
＝

イ
、２
＝
ズ
、３
＝
ミ（
和
泉
）の
語
呂
合
わ
せ
で
す
。

早
朝
、
自
宅
横
を
流
れ
て
い
る
川
沿
い
の
道
を
走

り
、
マ
ガ
モ
や
シ
ラ
サ
ギ
な
ど
の
野
鳥
や
川
の
流

れ
を
見
て
い
る
と
、
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
は
、
と
て
も
良
い
習
慣
で
す
。
市
民
の
方
々

や
来
訪
者
の
方
々
に
も
、
和
泉
市
を
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
市
内
公
園
10
カ
所

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
和
泉
市
で
は
、
毎
年
１
月
に

「
信し
の
だ
や
ま

太
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
in
大
阪

和
泉
」を
開
催
し
て
お
り
、
来
年
で
71
回
目

を
迎
え
ま
す
。
同
大
会
は
、
陸
上
自
衛
隊

信
太
山
駐
屯
地
の
演
習
場
が
コ
ー
ス
で
、

清
少
納
言
が
枕
草
子
に
「
森
は
信
太
」
と
記

し
た
丘
陵
地
の
大
自
然

を
満
喫
で
き
ま
す
。
私

は
毎
年
こ
の
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
最

も
過
酷
な
20
㎞
コ
ー
ス

は
、
翌
月
行
わ
れ
る
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の

テ
ス
ト
ラ
ン
コ
ー
ス
と

し
て
も
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。

感
謝
の
初
マ
ラ
ソ
ン

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
こ
れ
ま
で
９
回
完
走
し
ま
し

た
が
、
人
生
初
マ
ラ
ソ
ン
は
、
平
成
３
年
11
月
に

開
催
さ
れ
た
第
１
回
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
元

陸
上
部
の
友
人
を
誘
っ
て
、
二
人
で
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
そ
の
約
束
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
思
い
出
し
た
の
が
９
月
で

し
た
。
自
分
か
ら
誘
っ
た
手
前
、
や
め
る
と
は
言

え
ず
、
結
局
、
ま
と
も
な
練
習
も
せ
ず
、
ス
タ
ー

ト
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
５
分
／
㎞
ペ
ー
ス
で
走
り
、
20
㎞

は
１
時
間
40
分
で
通
過
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ

「トカイナカ」な和泉市のまちなみ（上は和
泉中央、下は槇尾山施福寺）

初めての福知山マラソンに挑んだ筆者

池上曽根史跡公園

座右の銘「一燈照隅」「和泉発日本」を揮毫（きごう）
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人生100年時代を楽しむために
和
いずみ

泉市長（大阪府）　辻
つじ

　宏
ひろみち

康



こ
か
ら
が
地
獄
で
し
た
。
25
㎞
走
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
足
の
あ
ち
こ
ち
に
激
痛
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
足
の
マ
メ
対
策
を
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
足

の
裏
は
マ
メ
だ
ら
け
で
す
。
35
㎞
の
と
こ
ろ
で
は
、

も
う
こ
れ
以
上
走
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
あ

と
７
㎞
、
今
ま
で
35
㎞
走
っ
て
き
た
の
に
、
こ
れ
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。
あ
の
電
柱
ま
で
取
り
あ
え
ず
行
っ
て
み

よ
う
、
そ
し
て
そ
こ
ま
で
行
っ
た
ら
、
次
の
電
柱

ま
で
行
っ
て
み
よ
う
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
時
は
、
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く

て
仕
方
な
い
の
に
、
最
後
ま
で
頑
張
れ
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
出
て

き
て
、
30
分
ぐ
ら
い
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
初
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
、
本
当

に
人
生
の
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
国
際
マ
ラ
ソ
ン

や
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ

Ｉ
Ｘ
泉
州
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
、
関
西
国
際

空
港
を
中
心
と
し
た
泉
州
地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
千
代
松
・
泉
佐
野
市
長
と
南
出
・
泉

大
津
市
長
に
、
私
か
ら
３
市
長
の
ガ
チ
ン

コ
勝
負
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
２
人
と
も
快
諾
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
も
私
か
ら
挑
戦
状
を
渡
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
和
泉
市
役
所

で
は
総
勢
１
０
０
名
の
応
援
団
が
出
来
ま
し
た
。

応
援
団
は
２
班
に
分
か
れ
て
、
電
車
を
乗
り
継
ぎ

な
が
ら
、
先
回
り
を
し
て
沿
道
で
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。
涙
が
出
る
く
ら
い
う
れ
し
い
の
で
す
が
、

も
し
完
走
で
き
な
か
っ
た
ら
、
次
の
日
か
ら
役
所

に
行
け
な
い
と
い
う
ぐ
ら
い
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

し
た
。
ガ
チ
ン
コ
勝
負
で
は
私
が
最
下
位
で
し
た

が
、
全
員
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
、
泉
州
の
結
束

が
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
信
太
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
や
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
そ
し
て

将
来
の
大
き
な
夢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
完
走
で
す
。
い
つ
か
実
現
で
き
る
こ
と
を

信
じ
て
、
１
２
３
ラ
ン
で
頑
張
り
ま
す
。

還
暦
を
機
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
以
外
に
も
、
読
書
や

書
道
な
ど
も
趣
味
に
し
て
い
ま
す

が
、
人
生
百
年
時
代
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
過
ご
す
た
め
、
新
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
す
。
還

暦
を
機
に
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
友
人
と

バ
ン
ド
を
組
ん
で
、
演
奏
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
末
は
、
地
域
の
病

院
か
ら
演
奏
依
頼
が
あ
り
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
が
、
登
山

で
す
。
昔
か
ら
関
心
は

あ
っ
た
の
で
す
が
実
行

に
移
す
チ
ャ
ン
ス
が
な

く
、
い
つ
か
は
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
妻
の

誘
い
で
富
士
山
に
登
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
登
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
初
心
者
な
の
で
、
雪
山
や
険
し
い
岩

山
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
高
山
の
動
植
物
と
触
れ

合
え
る
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
目
標

は
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
制
覇
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
公
私
共
に
、
む
ち
ゃ
は
控
え
な
が

ら
も
無
理
を
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

3度目の福知山マラソンに挑みサブ4
（3時間54分）を達成

KIX泉州国際マラソンの健闘をたたえ合う3市長（右から南出・泉大津市長、
千代松・泉佐野市長、筆者）

サンタクロースに扮しクリスマスコンサートに参加する筆者市役所の仲間と共に登山を楽しむ筆者（右から2番目）

KIX泉州国際マラソンを走る筆者

信太山クロスカントリー大会をスーツ
姿のコスプレで走る筆者

21 市政 DECEMBER 2023
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わが
を
語
る

市
　

塩
尻
市
は
、
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
古
く
か
ら
南
北
と
東
西
の
街
道

が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
北

ア
ル
プ
ス
、
鉢
盛
連
峰
、
さ
ら
に
は
中

央
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
を
背
景
に
田
園

風
景
が
広
が
る
、
清
浄
な
水
と
緑
に
囲

ま
れ
た
歴
史
あ
る
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

特
産
の
ブ
ド
ウ
が
生
み
出
す
ワ
イ
ン

は
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
中
山
道

奈
良
井
宿
の
町
並
み
や
木
曽
漆
器
が
歴

史
と
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
ま
ち
で
も
あ

り
ま
す
。

誰
も
が
働
け
る
社
会
を�

目
指
す
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

　

本
市
が
推
進
す
る
平
成
22
年
か
ら

始
め
た
自
営
型
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

「
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」。
家
で
働
く
こ
と
を「
家

働
」
と
書
い
て「
カ
ド
ー
」
と
読
ま
せ

た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
称
が
付
き
ま

し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
は
、
本
市
の
１
０
０
％
出
し
ゅ
つ

捐え
ん

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人

塩
尻
市
振
興
公
社
が
行
っ
て
い
る
事
業

で
、
子
育
て
や
介
護
、
自
身
の
障
が
い

な
ど
を
理
由
に
、
就
労
に
時
間
的
な
制

約
の
あ
る
人
が「
好
き
な
時
間
に
好
き

な
だ
け
安
心
し
て
働
け
る
場
」を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
で
は
、
企
業
や
自

治
体
な
ど
か
ら
業
務
を
受
注

し
、
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
を
細
分

化
し
た
上
、
登
録
者（
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
）へ
業
務
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は

業
務
を
チ
ー
ム
で
行
う
た
め
、

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス

や
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
、
自
分
の
好
き
な
場
所
、
好

き
な
時
間
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
が
受
注
し
て
い
る
主
な
業

務
は
、
企
業
の
総
務
業
務
、
デ
ー
タ
入

力
な
ど
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
ほ

か
、
自
治
体
か
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
業
務
で
す
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、小
・
中
学
校
に
お
い
て
端
末
の

設
定
や
教
員
・
子
ど
も
に
対
し
て
授
業

の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
行
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
全
小
・
中
学
校

に
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
役
割
を

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
教
員
の
悩
み
へ
の
対
応
や

「
こ
う
い
う
授
業
を
し
た
い
」
と
い
う

要
望
に
対
し
て
、
適
切
な
提
案
を
迅
速

に
行
っ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
皆

さ
ま
が
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
し
て

地
域
の
困
り
事
を
解
決
す
る
モ
デ
ル
的

な
取
り
組
み
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
３
０
０
人
以
上
の
方
が
仕

地
域
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
活
躍
す
る

共
創
の
ま
ち
づ
く
り

塩し
お
じ
り尻
市（
長
野
県
）�

 

塩
尻
市
長
　
百も

も

せ瀬
　
敬た

か
し

1

授業で端末の操作をレクチャーする様子

KADOオフィス
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事
を
行
っ
て
お
り
、
就
労
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
一
定

程
度
達
成
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
発

注
元
企
業
に
よ
る
現
地
社
員
採
用
が
生

ま
れ
る
ほ
か
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
企
業
が
単
な
る
業
務
発
注
に
と
ど

ま
ら
ず
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
先
進
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く

と
い
う
良
い
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

日
本
最
先
端
の�

自
動
運
転
実
証

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
に
お
い
て
、
自
動
運
転
車

両
の
制
御
に
使
用
す
る
高
精
度
３
次
元

地
図
を
作
製
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
の
が
、
自

動
運
転
実
用
化
に
向
け
た
官
民
連
携
に

よ
る
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
る
運
転
手

不
足
な
ど
の
公
共
交
通
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
し
、
高
齢
者
や
学
生
を
中
心
と

し
た
交
通
弱
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地

域
交
通
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
地
方

都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
と
、
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の

転
換
に
よ
る
交
通
事
故
の
低
減
を
目
指

し
、
令
和
２
年
度
か
ら
自
動
運
転
お
よ

び
Ａ
Ｉ
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

含
む
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
実
験
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

自
動
運
転
は
、
関
連
企
業
、
大
学
な

ど
と
共
に
塩
尻
自
動
運
転
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
立
し
、
令
和
７
年
度
に
市
内

市
街
地
の
生
活
道
路
に
お
い
て
自
動
運

転
レ
ベ
ル
４
を
含
む
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
を
社
会
実
装
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

継
続
的
な
走
行
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
運
転
技
術
の
高
度
化
は
企
業
の

役
割
が
大
き
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
実
用
化
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
本
市
で

は
、
地
元
交
通
事
業
者
に
よ
る
運
行
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

を
通
じ
て
地
元
住
民
の
方
が
３
次
元
地

図
の
作
製
や
自
動
運
転
車
両
の
シ
ス
テ

ム
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
な
ど
、
地

方
人
材
で
運
用
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
小
・

中
学
校
、
高
校
と
連
携
し
た
出
前
講
座

や
試
乗
会
を
実
施
し
、
次
世
代
を
担
う

若
者
が
先
端
技
術
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
と
自
動
運
転
へ
の
理
解
や
認
知
度
向

上
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
多
彩
な
暮
ら
し
、叶
え
る
ま
ち
。」

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
第
六
次
塩
尻
市

総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
た

な
都
市
像「
多
彩
な
暮
ら
し
、
叶
え
る

ま
ち
。
―
田
園
都
市
し
お
じ
り
―
」
を

目
指
し
、
本
市
が
長
年
培
っ
て
き
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
本
市
に
関
わ

る
多
様
な
方
々
と
の
共
創
に
よ
り
、
未

来
へ
の
投
資
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自動運転車両

◆ 

面
積　
　

２
８
９
・
98
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
５
７
１
０
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
８
８
５
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
多
彩
な
暮
ら
し
、
叶
え
る

ま
ち
。
―
田
園
都
市
し
お
じ
り
―

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
日
本
ア
ル
プ
ス

の
山
並
み
を
背
景
に
し
た
田
園
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
４
月
１
日
、
塩

尻
市
、
楢
川
村
の
２
市
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
、
レ
タ
ス
、

木
曽
漆
器

〔
観
光
〕
奈
良
井
宿
、
平
出
遺
跡
、
八
ヶ
岳

中
信
高
原
国
定
公
園
高
ボ
ッ
チ
高
原
、
ワ
イ

ナ
リ
ー

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ワ
イ
ナ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
木

曽
漆
器
祭
・
奈
良
井
宿
場
祭
、
玄
蕃
ま
つ
り
、

高
ボ
ッ
チ
高
原
観
光
草
競
馬
大
会
、
小
坂
田

公
園
納
涼
花
火
大
会

塩尻市長
百瀬　敬

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

長野市

塩尻市
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わが
を
語
る

市
　

座
間
市
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
湧
水
が
豊
富
で
、
旧
石
器

時
代
か
ら
人
々
が
住
み
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
11
月
１
日
に
神
奈
川
県
内

17
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
令
和
３

年
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
な
が
ら
も
、

豊
か
な
緑
や
自
然
、

豊
富
な
地
下
水
に

恵
ま
れ
、
歴
史
や
文

化
、
各
種
産
業
と
、

も
の
づ
く
り
の
技

術
、
大
型
商
業
施
設

な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
暮
ら
し
や

す
さ
、
素
晴
ら
し
い

多
様
性
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
面
積

の
３
・
２
％
を
キ
ャ

ン
プ
座
間
が
占
め

て
お
り
、
在
日
米
陸
軍
司
令
部
と
陸
上

自
衛
隊
が
一
部
共
同
使
用
し
て
い
ま

す
。
米
国
の
独
立
記
念
日
や
、
夏
の
盆

踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
、
小

学
校
間
や
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
も

行
い
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
で

日
米
交
流
を
図
り
、
災
害
時
の
連
携
強

化
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進

　

ス
マ
ー
ト
で
優
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
職
員
が
や
り
が
い
を

も
っ
て
自
分
ら
し
く
働
け
る
体
制
を
目

指
し
、
令
和
5
年
に
座
間
市
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

や
、
庁
舎
窓
口
の
混
雑
緩
和
、
業
務
改

善
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
感
染
症
な
ど

へ
の
対
応
と
し
て
、
非
来
庁
型
市
役
所

を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と

し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
基
盤
と
し
た
、
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
情
報
発

信
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
人
口
約
13
万
人
に
対
し
て
、

約
９
万
人
の
方
に
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
お
よ
そ
80
を
超
え
る
手
続
き
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

推
進
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
令
和
元
年
に「
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
に
係
る

連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
小
田

急
電
鉄
株
式
会
社
と
締
結
し
、
令
和
３

年
度
か
ら
、
全
て
の
ご
み
収
集
車
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
搭
載
す
る
こ
と
で
ご

み
収
集
の
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
き
な
効
果
を
上

げ
た
の
が
剪せ
ん
て
い定
枝
の
資
源
化
で
す
。
こ

れ
ま
で
基
本
的
に
申
し
込

み
制
で
戸
別
収
集
し
て
い

た
剪
定
枝
は
、
申
し
込
み

の
手
間
な
ど
か
ら
可
燃
ご

み
と
し
て
集
積
所
へ
排
出

さ
れ
て
し
ま
う
実
態
が
あ

官
民
共
創
で「
ひ
と・ま
ち
が
輝
き
　 
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
」を
目
指
す

座ざ

ま間
市（
神
奈
川
県
）�

 

座
間
市
長
　
佐さ

と

う藤
弥み

と斗

2

55万本のヒマワリ

江戸時代から続く100畳敷の「大凧揚げ」

LINE操作画面
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り
、
大
部
分
が
焼
却
処
理
さ
れ
て
、
資

源
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
可
燃
ご
み
を
収
集
す
る

パ
ッ
カ
ー
車
が
、
剪
定
枝
の
排
出
さ
れ

て
い
る
集
積
所
の
位
置
情
報
を
搭
載
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
発
信
し
、
そ

の
集
約
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
剪
定
枝

が
排
出
さ
れ
て
い
る
集
積
所
の
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で

効
率
的
に
収
集
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
剪
定
枝
の

収
集
量
は
、
取
り
組
み
前
の
約
３
倍

（
約
３
１
３
ｔ
→
約

９
６
６
ｔ
）に
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
オ
ー
ル
リ
ソ
ー
ス

宣
言
」や
官
民
連
携

の
取
り
組
み
に
よ

り
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
や
生
ご
み
な
ど

の
家
庭
系
可
燃
ご

み
は
約
１
６
３
０
ｔ

減
量
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
他
に
も
、
令
和
32

年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

「
座
間
市
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
な
ど
、
自

然
と
の
共
生
を
目
指
し
た
経
済
活
動
と

な
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

断
ら
な
い
相
談
支
援

　
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
を
相
談
支

援
の
中
心
に
据
え
て
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

も
本
市
の
特
徴
で
す
。

　

当
初
は
、
相
談
に
対
す
る
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
よ
り
多
く
の
方
に

支
援
へ
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
多
様
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
既
存
の
制
度
や
事

業
、
市
職
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

困
り
事
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
地
域
の

支
援
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
解
決
し
て

き
た
こ
と
が
、
社
会
資
源
の
開
拓
や
水

平
的
連
携
体
制
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
連
携
を
強
化
・
整
理
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
実
施
へ
と
つ
な
げ
、
現
在

で
は
、
相
談
支
援（
自
立
サ
ポ
ー
ト
相

談
）、
就
労
支
援
、
住
居
確
保
給
付
金
支

給
事
業
の
必
須
事
業
に
加
え
、
就
労
準

備
支
援
、
家
計
改
善
支
援
、
一
時
生
活

支
援（
地
域
居
住
支
援
を
含
む
）、
子
ど

も
の
学
習
・
生
活
支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
任
意
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各

事
業
は
、
事
業
実
施
あ
り
き
で
事
業
化

を
進
め
た
の
で
は
な
く
、
寄
せ
ら
れ
た

困
り
事
を
き
っ
か
け
に
、
必
要
性
か
ら

事
業
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
断
ら
な

い
相
談
支
援
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

「�

ひ
と
・
ま
ち
が
輝
き　

�

未
来
へ
つ
な
ぐ
」

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
本
市
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
五

次
座
間
市
総
合
計
画
―
ざ
ま
未
来
プ
ラ

ン
―
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
市
民
一

人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
心
豊
か

に
生
き
生
き
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す
く
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
成
長

す
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
た

め
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
を「
ひ
と
・
ま

ち
が
輝
き　

未
来
へ
つ
な
ぐ
」と
し
ま

し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
、
地
域
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

創
で
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

DX収集

座間市長
佐藤弥斗

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

横浜市
座間市

◆ 

面
積　
　

17
・
57
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
２
０
７
５
人

◆ 

世
帯
数　
６
万
２
０
３
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
・
ま
ち
が
輝
き 

未
来

へ
つ
な
ぐ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
水
と
緑
と
坂
の
ま
ち
、
自

然
豊
か
な
環
境
と
、
都
市
部
の
利
便
性
が
融

合
し
、
寺
院
や
神
社
、
歴
史
的
、
文
化
的
な

名
所
が
あ
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
ざ
ま
み
ず
、
ど
ん
ぶ
り
豆
腐
、

ひ
ま
わ
り
焼
酎
、
座
間
産
ひ
ま
わ
り
米
、
座

間
産
地
粉
う
ど
ん
、
座
間
納
豆
、
大
和
芋

〔
観
光
〕
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
座
間

八
景
と
呼
ば
れ
る
湧
水
や
公
園
な
ど
の
自
然

環
境

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
座
間
市
大
凧
ま
つ
り
、
座
間

市
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
、
座
間
市
民
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
、
座
間
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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わが
を
語
る

市
　

愛
知
県
の
南
部
中
央
に
位
置
す
る
西

尾
市
は
、
海
・
山
・
川
と
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
三さ
ん
が
ね

ヶ
根
山
や
三
河
湾
に
浮
か

ぶ
佐
久
島
を
含
む
一
帯
は
三
河
湾
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
三
河
地
域
の
一
角
を
占
め
、
自
動

車
関
連
産
業
の
発
展
と
と
も
に
成
長
を

続
け
る
一
方
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

生
産
量
を
誇
る
抹
茶（
て
ん
茶
）や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
農
水
産
物

の
生
産
拠
点
と
し
て
も
発
展
し
、
農
商

工
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。

職
員
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を

事
業
化

　

若
手
・
中
堅
の
職
員
が
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
施
策
や
事
務
改
善
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
市
長
に
直
接
提
案

す
る「
ワ
ク
ワ
ク
西
尾
創
生
コ
ン
テ
ス

ト
」を
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
職
員
の
創
造
性
を
具
体
的
な
事

業
と
し
て
積
極
的
に
反
映
す
る
こ
と
、

前
例
の
な
い
取
り
組
み
に
も
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
組
織
に
す
る
こ
と

が
狙
い
で
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
５
件
の

提
案
が
あ
り
、
25
件
以
上
事
業
化
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
化
し
た
も
の
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
夫
婦
に
、
市
役
所
議
場
で
西
尾

な
ら
で
は
の
演
出
に
よ
り
挙
式
し
て
い

た
だ
く「
市
役
所
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」や
、

市
内
の
飲
食
店
で
気
軽
に
人
気
の
給
食

メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
る「
ワ
ク
ワ
ク
給

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
職
員
の
子
ど
も
が

親
の
職
場
を
見
学
・
体
験
で
き
る「
子
ど

も
参
観
日
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
エ
ン

ジ
ン
役
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
今
後

も
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
に
し
お
マ
ラ
ソ
ン
」�

開
催
に
よ
る
交
流
創
出

　

令
和
３
年
４
月
に
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣

言
を
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
ま
ち
づ
く
り
の

核
と
位
置
付
け
た
交
流
創
出
を
図
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
愛
知
県

内
で
唯
一
、
公
道
を
使
っ
て
男
女
が
参

加
で
き
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会「
に
し

お
マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
に
開
催
し
た
第
１
回

大
会
で
は
、
全
国
か
ら
３
６
０
０
人
以

上
の
ラ
ン
ナ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

西
尾
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

第
２
回
大
会
の
開
催
を
令
和
６
年
１

月
21
日
に
予
定
し
て
お
り
、
城
下
町
の

情
緒
や
海
岸
沿
い
の
絶
景
な
ど
西
尾
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ス
と
、「
一
色

産
う
な
ぎ
」を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品

を
エ
イ
ド
と
し
て
振
る
舞
う
な
ど
、
西

尾
な
ら
で
は
の「
お
も
て
な
し
」
が
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
観
光
文
化
資
源
も
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
本
市
を
代
表
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
愛
さ
れ
る

大
会
に
育
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
共
創
」に
よ
る�

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　

官
と
民
が
連
携
し
た「
共
創
」の
ま
ち

づ
く
り
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
に
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
起
業
を

希
望
す
る
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し

す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
西
尾
駅

周
辺
の
公
共
空
間
に
仮
設
コ
ン
テ
ナ

「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
エ
キ
ニ
シ
」
を
設

人
が
輝
き
、ま
ち
が
躍
動
す
る
、

共
生・共
創
の
ま
ち
づ
く
り

西に

し

お尾
市（
愛
知
県
）�

 

西
尾
市
長
　
中な

か
む
ら村

　
健け

ん

3

第1回にしおマラソン
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置
し
、
実
店
舗
を
持
た
な
い
事
業
者
や

起
業
を
考
え
る
市
民
の「
や
り
た
い
」

が
か
な
う
空
間
を
提
供
す
る
社
会
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
出
店
時
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新

た
に
２
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
事
業
の
実
装
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
本
年
度
か
ら
実

施
し
ま
す
。
全
国
の
起
業
家
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
か
ら
募
集
す
る
一
般
部
門

と
、
高
校
生
か
ら
募
集
す
る
高
校
生
部

門
が
あ
り
、
一
般
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ

に
は
、
最
大
で
２
０
０
万
円
の
賞
金
贈

呈
と
実
装
に
向
け
た
伴
走
型
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
持
続
可
能
な

経
営
や
市
内
で
の
起
業
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
支
援
を
す
る
機
能
を
併
せ

持
っ
た「
西
尾
未
来
共
創
拠
点
」
を
設

置
し
ま
す
。
こ
の
拠
点
を
中
心
に
、
事

業
者
、
市
民
、
情
報
、
技
術
が
有
機
的

に
つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
反
応

が
起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

共
生
社
会
実
現
に
向
け
た�

居
場
所
づ
く
り

　

本
市
で
は
、国
籍
や
障
が
い
の
有
無
、

立
場
や
考
え
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
人
一
人
が

自
分
に
居
場
所
が
あ
る
と
感
じ
、
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る「
共
生
」社
会

の
実
現
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
と
し

て
、「
共
生
社
会
実
現
の
た
め
全
世
代
の

市
民
が
集
う
多
様
な
学
び
・
交
流
の
場
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
を
令
和
９
年
度
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
若
者
が
抱
え
る
悩

み
や
問
題
に
対
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
す
る「
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
〝
コ
ン
パ
ス
〟」、
学
校
な
ど
に

通
う
の
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
復
帰
を

支
援
す
る「
あ
ゆ
み
学
級
」、
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
を
支
援
す
る

「
多
文
化
ル
ー
ム
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
」、
幅
広

い
年
齢
層
の
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク

感
い
っ
ぱ
い
で
遊
べ
る
交
流
広
場
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

　

多
様
な
個
人
が
他
者
と
共
に
学
び
合

い
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら

主
体
的
・
持
続
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
施
設
に
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
子
ど

も
や
若
者
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
ま
ち
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

BOXPARKエキニシ

生涯学習センター（仮称）イメージ図

◆ 

面
積　
　

１
６
１
・
22
㎢

◆ 

人
口　
　

17
万
３
９
８
人

◆ 

世
帯
数　
６
万
８
０
６
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま

ち　

に
し
お

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
海
・
山
・
川
に
囲
ま
れ
た

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
地
域
に
根
ざ
し

た
多
様
な
文
化
と
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
産
業
が
育
ま
れ
て
い
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
23
年
４
月
１
日
、
西

尾
市
、
一
色
町
、
吉
良
町
、
幡
豆
町
の
１
市

３
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
西
尾
の
抹
茶
、
一
色
産
う
な
ぎ
、

三
河
一
色
え
び
せ
ん
べ
い
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
バ
ラ

〔
観
光
〕
西
尾
市
歴
史
公
園
、
佐
久
島
、
東

幡
豆
海
岸
の
ト
ン
ボ
ロ
干
潟
、
岩
瀬
文
庫
、

華
蔵
寺
、
国
宝
金こ

ん
れ
ん蓮
寺
弥
陀
堂

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
西
尾
祇
園
祭
、
三
河
一
色

大お
お
ぢ
ょ
う
ち
ん

提
灯
ま
つ
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
鳥
羽
の
火
祭
り

西尾市長
中村　健

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

名古屋市

西尾市
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わが
を
語
る

市
　

小
林
市
は
南
九
州
の
中
央
に
位
置

し
、
南
西
部
に
は
霧
島
連
山
を
有
し
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
に
須
木
村
、
平
成

22
年
に
野
尻
町
と
合
併
し
、
現
在
の
小

林
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
九
州
の
陸
・
空
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
要
所
に
あ
り
、
二
つ
の
空
港（
宮
崎

空
港
・
鹿
児
島
空
港
）も
近
く
、
鹿
児
島

県
、
熊
本
県
の
県
境
付
近
に
あ
り
な
が

ら
、
宮
崎
市
ま
で
車

で
約
50
分
と
利
便
性

の
高
い
地
域
で
す
。

　

市
内
約
70
カ
所

に
湧
水
が
あ
り
、
そ
の
豊
富
で
良
質
な

水
に
よ
っ
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
農
畜
産

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
西に
し
も
ろ諸

地
域
の
中

心
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
一
お
い
し
い�

宮
崎
牛
の
一
大
産
地

　

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
呼
ば
れ

る
５
年
に
１
度
の
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
に
お
い
て
、
宮
崎
牛
は
４
大
会
連
続

で
内
閣
総
理
大
臣
賞（
日
本
一
）
を
獲

得
。
そ
の
偉
業
に
最
も
貢
献
し
た
の

が
、
小
林
市
産
の
和
牛
で
す
。
特
に
昨

年
の
大
会
で
和

牛
の
お
い
し
さ

を
競
う「
肉
牛
の

部
」で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞

で
き
た
こ
と
で

〝
小
林
市
は
日
本

一
の
宮
崎
牛
の

産
地
〟で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

ま
し
た
。

　

畜
産
の
振
興
に
は
、
生
産
者

は
も
ち
ろ
ん
行
政
や
関
係
機
関

が
緊
密
に
連
携
し
た
施
策
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
目
標
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
宮
崎
牛
の
改
良

の
成
果
や
飼
育
管
理
技
術
の
向
上
が
常

に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い

生
産
者
が
台
頭
し
て
お
り
、
日
本
一
の

宮
崎
牛
の
未
来
を
担
う
後
継
者
も
着
実

に
育
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
魅
力
を
ハ
ッ
シ
ン

　

本
市
は
、
市
民
や
出
身
者
を
は
じ
め

と
し
た
多
様
な
力
を
合
わ
せ
て
、
豊
か

な
地
域
資
源
を
魅
力
と
し
て
発
信
し
、

郷
土
愛
の
醸
成
や
関
係
人
口
増
加
に
つ

な
げ
る「
ハ
ッ
シ
ン
コ
バ
ヤ
シ
‼
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
ハ
ッ
シ
ン
コ
バ
ヤ
シ
‼
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
本
市
出

身
で
著
名
な
方
を「
こ
ば
や
し
ス
ペ

シ
ャ
ル
Ｐ
Ｒ
大
使
」
と
し
て
任
命
し
、

小
林
市
の
魅
力
発
信
に
協
力
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ

「T
H

E RA
M

PA
GE

」
の
ボ
ー
カ
ル

の
吉
野
北
人
さ
ん
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｐ

Ｒ
大
使
の
一
人
で
、
吉
野
さ
ん
が
ふ
る

さ
と
小
林
の
魅
力
を
伝
え
る
市
の
Ｐ

Ｒ
動
画
は
、
公
開
か
ら
約
４
カ
月
で

２
５
０
０
万
回
を
超
え
て
視
聴
さ
れ
て

い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
視
聴

に
特
化
し
た
動
画
の
つ
く
り
も
功
を
奏

し
、
Ｘ（
旧
：
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、TikT

ok

な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
広
く
拡
散
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン

市
民
が
元
気
に
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

「
健
幸
の
ま
ち
」を
目
指
し
て

小こ
ば
や
し林
市（
宮
崎
県
）�

 

小
林
市
長
　
宮み

や
ば
ら原

義よ
し
ひ
さ久

4

吉野さん出演動画の1コマ

第12回全国和牛能力共進会で優等2席に
輝いた小林秀峰高校

名水百選に選ばれた出の山（いでのやま）湧水
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の
方
が「
聖
地
巡
礼（
ロ
ケ
地
巡
り
）
」

に
訪
れ
る
な
ど
、
効
果
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
市
内
事
業
者
と
連
携
し
た
聖
地

ラ
リ
ー
や
Ｐ
Ｒ
動
画
に
市
民
が
役
者
と

し
て
出
演
す
る
な
ど
、
地
域
一
体
と
な

り
作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
林
市
を
市
外
・
市
内
両

面
か
ら
盛
り
上
げ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
、
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
応
援
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

本
市
は
、
市
民
の
誰
も
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
幸
せ
に
生
活
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、「
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
」を
最
重
要
施
策
と
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
は
、
個
人
の
幸
福
度
を
増
大
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
対
す
る
貢

献
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
医
療
費
や

介
護
給
付
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増

加
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

を
は
じ
め
市
民
が
健
康
を
維
持
し
、
生

き
生
き
と
積
極
的
に
社
会
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
、
市
民
、
地
域
、
学

校
、
団
体
、
企
業
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
主
体
的
に
参
画
す
る
よ
う

「
小
林
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
」を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
歩
く
こ

と
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む「
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
運
動
不
足
の
解
消

と
と
も
に
、
健
診
の
受
診
な
ど
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
っ
て
景
品
と
交
換
で
き
る
事
業
で

あ
り
、
令
和
２
年
度
の
開
始
以
来
、
参

加
者
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
歩
数

の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
グ
ラ
フ
も
参
照
で
き

る
の
で
、
市
民
が
競
い
な
が
ら
楽
し
く

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
と
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
を
多
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
取
り
組
み
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め「
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
」の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
体
育
館
機
能
や
保

健
セ
ン
タ
ー
機
能
、
子
育
て
支
援
機
能

な
ど
を
備
え
た
複
合
型
施
設
で
あ
り
、

令
和
８
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
複
合
化
に
よ
り
、
老
朽

化
し
て
い
る
既
存
の
施
設
を
更
新
す
る

だ
け
で
な
く
、
保
有
数
の
減
少
も
実
現

す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
が
元
気
に
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民

の
笑
顔
と
魅
力
を
高
め
て
発
信
し
な
が

ら「
じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ
小
林
市
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

市内各地で開催されるウオーキングイベント

◆ 

面
積　
　

５
６
２
・
95
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
３
０
２
６
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
２
１
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
で
て
な
む　

笑
顔

あ
ふ
れ
る　
じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ　
小
林
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
霧
島
連
山
に
磨
か
れ
た
豊

富
な
湧
水
が
育
む
食
と
市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
20
日
、
須

木
村
と
合
併
、
平
成
22
年
３
月
23
日
、
野
尻

町
と
合
併

〔
特
産
品
〕
宮
崎
牛
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
メ

ロ
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ク
リ
、
ユ
ズ

〔
観
光
〕
生
駒
高
原
、
陰い

ん
よ
う
せ
き

陽
石
、
三
之
宮
峡
、

す
き
む
ら
ん
ど
、
の
じ
り
こ
ぴ
あ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り
、
す
き

納
涼
花
火
大
会
、
の
じ
り
湖
祭
、
こ
ば
や
し

秋
ま
つ
り

小林市長
宮原義久

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

宮崎市

小林市
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産業経済部観光物産課

坂
さ か い

井実
み ゆ う

優さん

　

玉
名
市
は
熊
本
県
北
部
に
位
置
し
、
熊

本
市
や
福
岡
都
市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
も
良

好
な
熊
本
県
北
の
拠
点
都
市
で
す
。
熊
本

ラ
ー
メ
ン
の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
「
玉
名

ラ
ー
メ
ン
」
は
、
と
ん
こ
つ
ス
ー
プ
に
ス

ト
レ
ー
ト
中
細
麺
、
焦
が
し
に
ん
に
く
の

香
り
が
特
徴
で
、
玉
名
市
民
は
も
ち
ろ
ん

県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
で
行
列
が

で
き
ま
す
。
市
内
に
は
１
３
０
０
年
余
り

の
歴
史
を
有
す
る
「
玉
名
温
泉
」
や
、
文

豪
・
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
「
小お
あ
ま天
温
泉
」

も
あ
り
ま
す
の
で
、
玉
名
の
ラ
ー
メ
ン
と

温
泉
で
癒
や
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

玉
た ま な

名市（熊本県）

推薦者

風情ある玉名温泉
（上）、漱石ゆかり
の小天温泉（左）

熊
本
元
祖「
玉
名
ラ
ー
メ
ン
」

面積 152.60㎢

人口 6万3,623人
（令和5年9月30日現在）

特産品
トマト、ミニトマト、�
イチゴ、ミカン、
ノリなど

※�面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別
面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

玉名市

熊本市
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地域の発展や変化にあわせて
移り変わってきたまちの姿。
今と昔を写真とともに振り返ります。

旧駅舎の近鉄天理駅 
行き交う人もまばらでした。

CoFuFun（コフフン） 
多くの人でにぎわいます。

天
て ん り

理市（奈良県）

建設部都市整備課

西
にしかわ

川裕
ひろやす

康さん

〝CoFuFun″からにぎわいをつなぐ
　JRと近鉄が乗り入れる天理総合駅は、昭和40年に旧国鉄丹波市駅と近鉄天理駅

の統合により完成して以降、まちの発展の中心的役割を担ってきました。天理駅

前広場は、時代の流れとともに、地下駐輪場の設置などの都市機能としての役割

を高めつつ、平成29年4月に天理駅前広場コフフン（CoFuFun）として、まちのに

ぎわい創出と天理市の魅力発信の拠点としてさらなる進化を遂げています。

昭和
38年
（1963年）

令和
5年

（2023年）



令和5年12月号
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特
集

ボランティアを活用した
地域づくり
　全国各地で人口減少、少子高齢化が進み、地域づくりの担い手不足が深刻化する中、新たな担い
手としてボランティアを呼び込み、積極的に活用する自治体が増えています。
　特集では、学識者から、大都市圏の人材がボランティアとして地域づくりなどに参加することの意義
と具体的内容、さらなる普及のために自治体に求められる事柄などについてご寄稿いただきました。
また、地域で開催するアートイベントや棚田保全活動を支えるボランティアとの協働、周辺自治体や
民間企業と連携して実施したボランティアツーリズムの効果、策定した「受援マニュアル」を活用し、
災害時のボランティアの受け入れや連携に努めた取り組みなど、地域づくりや災害対応にボランティア
を積極的に受け入れてきた都市自治体の活動内容を紹介します。

寄稿 1 逆参勤交代を地域づくりに生かす
高知大学客員教授　松田智生

寄稿2 「応援団」との協働を通じた地域づくり
十日町市長　関口 史

寄稿3
ボランティアツーリズムによる
地域活性化
秩父市長　北堀　篤

寄稿4 ２度の水害とボランティアとの連携
武雄市長　小松　政
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1寄稿

逆
参
勤
交
代
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す

高
知
大
学
客
員
教
授　

松ま
つ
だ田

智と
も
お生

　
逆
参
勤
交
代
は
人
材
の
争
奪
で
な
く
共
有

　

約
80
万
人
。
こ
れ
は
２
０
２
２
年
１
月
１
日
か
ら

本
年
１
月
１
日
ま
で
の
日
本
の
人
口
減
少
数
で
あ

り
（
１
）、
こ
の
数
値
は
佐
賀
県
、
浜
松
市
の
人
口
規

模
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
ま
で
自
治
体
は
移
住
者
の
誘

致
に
努
め
て
き
た
が
、
急
激
な
人
口
減
少
社
会
で
は

「
人
材
の
争
奪
で
な
く
共
有
」と
い
う
発
想
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
に
つ
い
て
も
同
様

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企

業
は
約
８
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
２
）、
企
業
の
人

事
担
当
者
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
を
作
っ
て

も
実
際
の
取
得
者
は
少
な
い
」
と
語
る
。
つ
ま
り
現

状
は
先
駆
的
な
企
業
の
中
で
意
識
の
高
い
人
に
限
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
ス
モ
ー
ル
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
争
奪
す

る
の
で
は
な
く
、
マ
ス
ボ
リ
ュ
ー
ム
化
し
て
か
つ
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

切
り
札
に
な
る
の
が
「
逆
参
勤
交
代
」
だ
。
逆
参

勤
交
代
と
は
江
戸
の
参
勤
交
代
と
は
反
対
の
大
都
市

圏
人
材
の
地
方
へ
の
期
間
限
定
型
滞
在
で
あ
る
。
移

住
や
転
職
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
数
日
・
数
週
間

の
滞
在
な
ら
現
実
的
だ
。
江
戸
の
参
勤
交
代
は
諸
藩

に
は
大
き
な
負
担
だ
っ
た
が
、
地
方
か
ら
江
戸
に
新

た
な
人
の
流
れ
を
生
み
、
江
戸
に
藩
邸
が
整
備
さ

れ
、
各
藩
の
人
材
が
江
戸
に
集
い
消
費
が
活
性
化
さ

れ
た
。
ち
な
み
に
江
戸
の
加
賀
藩
邸
は
約
３
０
０
０

人
が
常
駐
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る（
３
）。

　

令
和
の
逆
参
勤
交
代
は
、
大
都
市
圏
人
材
が
地
方

に
向
か
い
、
そ
こ
に
オ
フ
ィ
ス
や
住
宅
の
需
要
が
生

ま
れ
、
交
通
機
関
や
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
が
高
ま

る
。
そ
し
て
逆
参
勤
交
代
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

き
っ
か
け
に
地
域
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
参
加
す

る
。
昨
今
、
異
次
元
の
政
策
と
い
う
表
現
が
よ
く
使

わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
改
善
で
は
な
く
斬
新
さ
が
必
要

だ
。
逆
参
勤
交
代
は
地
方
創
生
と
働
き
方
改
革
を
同

時
実
現
す
る
異
次
元
の
政
策
で
あ
る
。

図表1  江戸の参勤交代と令和の逆参勤交代

江戸の参勤交代 令和の逆参勤交代

地方から江戸に人の流れ 大都市圏から地方へ人の流れ

江戸に藩邸が整備、
全国に街道が整備

地方にサテライトオフィス、
住宅が整備

参勤交代者が江戸で
消費者・担い手に

逆参勤交代者が地方で
消費者・担い手に
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特集　ボランティアを活用した地域づくり

　
全
国
多
数
の
自
治
体
が
ト
ラ
イ
ア
ル
に
参
加

　

逆
参
勤
交
代
を
構
想
か
ら
実
装
さ
せ
る
た
め
に
、

丸
の
内
プ
ラ
チ
ナ
大
学
と
い
う
市
民
大
学
（
学
長
：

小
宮
山
宏
・
元
東
京
大
学
総
長
）
で
、
私
は
副
学
長

と
逆
参
勤
交
代
コ
ー
ス
の
講
師
を
担
当
し
て
い
る
。

本
コ
ー
ス
は
東
京
講
座
で
、
各
自
治
体
の
首
長
が

登
壇
し
、
ま
ち
の
魅
力
や
課
題
、
逆
参
勤
交
代
者

へ
の
期
待
を
語
る
。
そ
し
て
懇
親
会
で
は
特
産
品

や
地
酒
で
食
に
対
す
る
理
解
も
深
め
て
い
く
。

　

い
き
な
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
も
人
は
動
か
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
導
入

研
修
に
よ
る
参
加
者
の
動
機
付
け
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
自
治
体
が
訴
求
す
べ
き
は
、「
魅
力
で
な
く

課
題
」と
い
う
こ
と
だ
。
得
て
し
て「
わ
が
ま
ち
は
自

然
も
温
泉
も
あ
り
ま
す
」
と
魅
力
の
訴
求
に
な
り
が

ち
だ
が
、
観
光
と
違
い
、
大
都
市
圏
の
企
業
人
は
魅

力
よ
り
課
題
に
引
か
れ
る
。
例
え
ば
、
人
手
不
足
の

農
業
、
閑
散
期
の
宿
泊
施
設
の
稼
働
率
向
上
、
過
疎

地
の
子
ど
も
へ
の
Ｉ
Ｔ
教
育
な
ど
、
自
ら
地
域
に
関

わ
り
た
い
と
い
う
貢
献
欲
求
に
訴
え
る
べ
き
だ
。

　

こ
の
東
京
講
座
の
後
に
、
地
域
で
の
２
泊
３
日
の

「
ト
ラ
イ
ア
ル
逆
参
勤
交
代
」
と
い
う
実
証
実
験
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
約
20
自
治

体
で
実
施
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
の

た
め
人
数
は
各
地
10
名
に
絞
っ
て
い
る
が
、
毎
回
満

員
と
な
り
延
べ
２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て
い
る
。

　

�

顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
築
く�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

逆
参
勤
交
代
で
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
長
野
県
小
諸
市
で
は
ワ
イ
ン

用
の
ブ
ド
ウ
の
苗
木
植
え
を
行
っ
た
。
土
が
固
く
て

重
労
働
な
こ
と
に
驚
い
た
が
、
こ
の
作
業
で
参
加
者

の
結
束
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て

自
分
の
植
え
た
ブ
ド
ウ
の
苗
木
を
も
う
一
度
見
に

行
こ
う
と
次
は
家
族
と
訪
問
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
も

す
る
。
ま
た
同
市
の
東
京
で
の
ワ
イ
ン
展
示
会
で

は
、
参
加
者
の
多
く
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
た
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン

ト
に
せ
ず
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
お
互
い
顔
の
見

え
る
関
係
性
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
奄
美
群
島
の
徳
之
島
で
は
、
高
校
生
と
キ
ャ

リ
ア
勉
強
会
を
行
っ
た
が
、
建
築
家
が
「
デ
ザ
イ
ン

と
は
何
か
」
を
語
り
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が

「
お
も
て
な
し
と
は
何
か
」を
話
す
と
、
高
校
生
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
る
。
そ
し
て
「
建
築
家
に
な
る
に
は

大
学
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
べ
ば
よ
い
の
で
す
か
？
」

と
活
発
な
質
疑
応
答
が
始
ま
る
。
実
は
こ
う
し
た
交

流
で
学
ぶ
の
は
大
人
だ
。
高
校
生
に
大
切
な
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
の
は
難
し
い
。
そ
れ

を
実
感
し
彼
ら
の
率
直
な
質
問
に
真し
ん
し摯
に
答
え
る

こ
と
で
大
人
が
学
ぶ
の
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
が
残
し

た
「
半
学
半
教
」
と
い
う
言
葉
は
、「
師
弟
の
分
を
定

め
ず
、
お
互
い
に
学
び
合
い
教
え
合
う
」
と
い
う
精

神
だ
が
、
逆
参
勤
交
代
の
本
質
は
都
市
と
地
方
で
の

半
学
半
教
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
最
終
日
は
受
講
生
が
首
長
向
け
の
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
。
ル
ー
ル
は
「
わ
た
し
主
語
」
だ
。
こ
う

し
た
プ
レ
ゼ
ン
で
は
得
て
し
て
「
あ
な
た
の
ま
ち
は

こ
う
す
べ
き
だ
」と
い
う「
あ
な
た
主
語
」に
な
り
が

ち
だ
が
、「
わ
た
し
主
語
」
に
す
る
と
、
自
ら
主
体

的
に
ど
う
関
わ
る
か
と
い
う
具
体
的
な
行
動
に
つ

埼玉県秩父市

長崎県壱岐市 岩手県八幡平市

茨城県笠間市熊本県南阿蘇村

鹿児島県伊仙町 静岡県浜松市

福井県福井市

北海道上士幌町

広島県福山市

京都府京丹後市

福岡県北九州市

静岡県伊東市

新潟県妙高市

山口県山口市

高知県須崎市

北海道乙部町

長野県諏訪市

図表2  北海道から九州まで全国に広がる逆参勤交代
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な
が
る
。
そ
の
結
果
、
逆
参
勤
交
代
の
後
に
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
性
化
、
自
治
体
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
就
任
、
地
方
副
業
の
開
始
な
ど
の
成
果
が
生

ま
れ
て
い
る
。

　
求
め
ら
れ
る
方
策

　

最
後
に
、
逆
参
勤
交
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
装
さ

せ
る
た
め
に
、
自
治
体
と
し
て
必
要
な
方
策
を
示
し

た
い
。

（
１
）ふ
る
さ
と
納
税
連
携
型
逆
参
勤
交
代

　

返
礼
品
目
的
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
持
続
可
能
で
は

な
い
。
寄
付
者
は
実
際
に
そ
の
自
治
体
を
訪
問
し
て

応
援
す
べ
き
で
あ
り
、
農
家
や
生
産
者
と
の
リ
ア
ル

な
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
「
体
験
型
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
増
や
す
こ
と
で
そ
の
地
域
へ
の
思
い
が

強
く
な
る
は
ず
だ
。

（
２
）企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
連
携
型
逆
参
勤
交
代

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生
応
援
税
制
）

と
は
、
自
治
体
の
取
り
組
み
に
企
業
が
寄
付
を
行
っ

た
際
に
法
人
関
係
税
が
最
大
９
割
軽
減
さ
れ
る
制

度
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
人
材
派
遣
型
は
、
企
業

の
専
門
人
材
を
自
治
体
に
派
遣
す
る
と
、
人
件
費

を
含
む
費
用
が
最
大
９
割
軽
減
さ
れ
る
制
度
だ
。

　

近
年
企
業
は「
人
的
資
本
の
情
報
開
示
」に
よ
り
、

従
業
員
の
成
長
に
関
す
る
取
り
組
み
を
株
主
や
投

資
家
に
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

首
長
が
企
業
の
経
営
者
に
対
し
て
「
貴
社
の
人
的
資

本
経
営
の
た
め
に
、
わ
が
自
治
体
へ
の
人
材
派
遣

型
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
ト
ッ
プ
営
業
を
推
進
す
る
べ
き
だ
。

（
３
）卒
業
生
逆
参
勤
交
代
制
度

　

首
都
圏
・
大
都
市
圏
に
は
地
元
の
高
校
の
卒
業

生
が
多
数
存
在
し
な
が
ら
、
こ
の
最
大
の
資
産
を

生
か
し
き
れ
て
い
な
い
自
治
体
が
多
い
。
例
え
ば

高
校
卒
業
後
20
年
で
あ
れ
ば
38
歳
、
人
生
の
節
目

で
卒
業
生
逆
参
勤
交
代
を
制
度
化
す
る
。
大
同
窓

会
を
開
催
し
在
校
生
の
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
勉
強
会

や
家
庭
教
師
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

故
郷
へ
の
恩
返
し
を
行
う
こ
と
で
、
故
郷
の
良
さ

を
再
認
識
し
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
を
作
る
。

（
４
）官
民
連
携
・
制
度
設
計
・
効
果
の
可
視
化

　

自
治
体
は
大
都
市
圏
に
ど
ん
な
企
業
や
人
材
が

い
る
か
分
か
ら
ず
、
大
都
市
圏
の
企
業
は
自
治
体

の
具
体
的
な
課
題
や
求
め
る
人
材
像
が
分
か
ら
な

い
。
こ
の
情
報
の
非
対
称
性
を
解
消
す
る
た
め
に

官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
。
そ
し

て
国
は
逆
参
勤
交
代
の
移
動
交
通
費
や
滞
在
費
の

補
助
を
行
う
。
ま
た
10
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

１
万
円
の
地
域
通
貨
に
な
る
よ
う
な
制
度
設
計
を

推
進
す
る
。
そ
し
て
導
入
後
の
消
費
額
、
宿
泊
施

設
の
稼
働
率
、
雇
用
創
出
な
ど
の
効
果
を
デ
ー
タ

と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
だ
。

　

人
口
減
少
の
日
本
で
は
人
材
の
争
奪
で
な
く
共

有
で
あ
り
、
逆
参
勤
交
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
個

人
・
地
域
・
企
業
の
「
三
方
よ
し
」
を
も
た
ら
す
。

江
戸
の
参
勤
交
代
が
異
次
元
の
政
策
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
異
次
元
の
政
策
と
し
て
、
逆
参
勤
交
代
に

よ
り
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

参
考
文
献

１
） 

総
務
省「
住
民
基
本
台
帳
」（
令
和
5
年
）

２
）  

厚
生
労
働
省「
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
及
び
特
別
な

休
暇
制
度
の
普
及
促
進
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」

（
令
和
３
年
度
）

３
）  

東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｘ　

加
賀
殿
再
訪  

http://um
db.um

.u-tokyo.ac.jp/D
Kankoub/

Publish_db/2000Kaga/index.htm
l
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「
応
援
団
」と
の
協
働
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

2寄稿

十と
お
か
ま
ち

日
町
市
長（
新
潟
県
）　

関せ
き
ぐ
ち口
よ
し
ふ
み史

　
は
じ
め
に

　

十
日
町
市
は
、
新
潟
県
南
部
の
長
野
県
と
の
県

境
、
千
曲
川
が
信
濃
川
と
名
前
を
変
え
て
間
も
な
い

所
に
位
置
す
る
人
口
４
万
８
０
０
０
人
余
り
の
都
市

で
あ
る
。
気
候
は
日
本
海
気
候
区
分
で
、
特
に
冬
は
、

毎
年
２
ｍ
を
超
え
る
積
雪
が
あ
る
世
界
有
数
の
豪
雪

地
帯
で
あ
る
。
雪
は
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
が
、

四
季
折
々
に
自
然
美
あ
ふ
れ
る
様
相
も
魅
力
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
豪
雪
地
帯
で
先
人
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
里
山
の
自
然
と
、
そ
こ
に
根
付
い
た
雪
国
文

化
の
魅
力
は
、
令
和
２
年
に
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

「
究
極
の
雪
国
と
お
か
ま
ち　

―
真
説
！
豪
雪
地
も

の
が
た
り
―
」と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

　

本
市
と
隣
接
す
る
津つ

な
ん
ま
ち

南
町
か
ら
成
る
「
越え

ち
ご
つ
ま
り

後
妻
有

地
域
」
で
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
平
成
12
年

か
ら
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
約
７
６
０
㎢
の
広
大

な
里
山
に
芸
術
作
品
を
展
開
す
る「
大
地
の
芸
術
祭
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
今
、
国
内
各
地
で
ア
ー
ト

に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、

そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
国
内
外
か
ら
注
目

さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
大
地
の
芸
術
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
「
こ
へ
び
隊
」

　

大
地
の
芸
術
祭
は
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
里
山
・
自

然
な
ど
の
地
域
資
源
や
歴
史
文
化
と
い
っ
た
越
後
妻

有
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
と
の

交
流
を
生
み
出
し
、
地
域
の
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の

間
、
順
調
に
歴
史
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、

平
成
12
年
の
第
１
回
展
は
、
地
域
住
民
や
地
元
議
会

で
も
懐
疑
的
な
見
方
が
多
数
を
占
め
る
状
況
で
開
催

さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
作
家
と
協
働
で
の
作
品
制
作

や
受
け
付
け
な
ど
、
地
域
住
民
と
地
域
外
か
ら
支
え

て
く
れ
る
人
々
の
交
わ
り
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、

そ
の
評
価
に
少
し
ず
つ
変
化
が
生
ま
れ
、
地
域
住
民

自
ら
楽
し
み
、
参
加
す
る
大
地
の
芸
術
祭
へ
と
進
化

を
遂
げ
て
き
た
。

　

そ
の
こ
と
は
、
大
地
の
芸
術
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

運
営
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
住
民
と
地
域

外
か
ら
支
え
て
く
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
平
成
20
年
に

設
立
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機

構
」（
以
下
、「
協
働
機
構
」）の
存
在
に
表
れ
て
い
る
。

「
協
働
機
構
」
は
大
地
の
芸
術
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

の
核
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
地
域
内
外
の

人
々
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

地
域
外
か
ら
継
続
的
に
芸
術
祭
を
支
え
て
く
れ
る

マ・ヤンソン / MADアーキテクツ「Tunnel of Light」（大地の芸術祭作品） 
 Photo by Nakamura Osamu※冬
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人
々
を「
こ
へ
び
隊
」と

呼
ん
で
い
る
。
こ
へ
び

隊
は
、
芸
術
祭
ス
タ
ー

ト
時
に
学
生
な
ど
若
い

人
々
を
中
心
に
発
足
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

で
あ
り
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
構
成
は
時
を
経
る

中
で
変
わ
っ
て
き
た

が
、
今
で
も
、
居
住
地・

年
齢
・
職
業
な
ど
も
多

様
な
メ
ン
バ
ー
が
、
芸

術
作
品
の
受
け
付
け
・

制
作
サ
ポ
ー
ト
、
ガ
イ
ド
な
ど
の
幅
広
い
活
動
を
地

域
住
民
と
協
働
で
展
開
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

こ
へ
び
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
、
越
後
妻
有
地
域
と
関

わ
り
を
持
っ
た
き
っ
か
け
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
熱

心
に
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
普
段
は

首
都
圏
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
月
に

数
回
、
越
後
妻
有
地
域
に
足
を
運
ん
で
活
動
し
て
い

る
方
の
例
を
紹
介
し
た
い
。「
き
っ
か
け
は
、
雨
の
た

め
に
予
定
を
変
更
し
て
た
ま
た
ま
大
地
の
芸
術
祭
を

訪
れ
た
こ
と
。
難
解
な
作
品
か
ら
美
し
い
と
感
じ
る

作
品
が
入
り
交
じ
る
懐
の
広
さ
、
そ
し
て
作
家
の
発

想
力
に
感
激
し
た
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
人
・
食
に

魅
せ
ら
れ
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た
田

ん
ぼ
を
、
地
域
外
か
ら
募
っ
た
オ
ー
ナ
ー
が
耕
作
し

守
っ
て
い
く『
棚
田
バ
ン
ク
』に
参
加
し
、
つ
い
に
は

こ
へ
び
隊
に
登
録
し
た
。
地
域
に
通
っ
て
顔
を
覚
え

て
も
ら
う
と『
よ
く
来
た
』と
迎
え
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
集
落
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
な
ど
し
て
い
る

う
ち
に
、
土
地
も
人
も
食
も
好
き
に
な
っ
た
」
と
、

大
地
の
芸
術
祭
か
ら
広
が
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り
の

魅
力
を
話
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

こ
へ
び
隊
の
活
動
外
で
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
交

流
を
深
め
て
い
る
と
い
う
話
を
幾
つ
か
聞
く
。
こ
の

交
流
の
場
に
友
人
や
知
人
を
連
れ
て
く
る
こ
と
も
多

く
、「
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
」の
場
に
な
っ
て
い

る
。
大
地
の
芸
術
祭
を
通
じ
て
、
こ
の
地
を
訪
れ
た

こ
へ
び
隊
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
こ
の
地
域
の
魅
力

を
感
じ
、
そ
し
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
地
域
住
民
に

伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
、
住
民
が
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
土
地
や
文
化
に
誇
り
を
持
つ
。
そ
ん
な
サ
イ

ク
ル
が
着
実
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ

が
、
大
地
の
芸
術
祭
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
最
大
の

成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

　

全
国
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
本
市
は
、
水
稲
の
作

付
面
積
が
３
９
９
０
ha
、
こ
の
う
ち
、
ブ
ラ
ン
ド
米

「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
作
付
面
積
は
３
６
１
２
ha
で

あ
る
。
中
山
間
地
農
業
の
特
徴
と
し
て
、
市
内
に
は

多
く
の
棚
田
が
点
在
し
て
お
り
、
市
も
棚
田
関
係
者

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
情
報
収
集
に
基

づ
く
事
業
や
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
も
紹

介
し
た
が
、
平
成
15
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
最
大

規
模
の
保
全
面
積
を
有
す
る
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
「
ま

つ
だ
い
棚
田
バ
ン
ク
」
で
は
、
全
国
か
ら
募
っ
た
多
く

の
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
棚
田
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

令
和
４
年
２
月
に
は
、
全
国
で
２
７
１
地
区
の
棚

田
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と
し
て
農
林
水
産
省
の

認
定
を
受
け
た
が
、
本
市
か
ら
は
自
治
体
と
し
て
最

多
の
14
地
区
の
棚
田
が
認
定
さ
れ
た
。

　
棚
田
の
魅
力
と
課
題

　

棚
田
は
農
地
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
は
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
を
有
し
て
い
る
。
段
々
畑
状
の
斜
面

に
広
が
る
水
田
は
、
四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
め
る

景
観
的
な
魅
力
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
棚
田
が
持
つ
文

化
的
な
価
値
も
大
き
い
。
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
的
農
法
は
、
地
域
の
文
化
や
風
習
を
学
び
、

体
験
す
る
場
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
美
し
い
景
観

や
文
化
的
価
値
は
、
観
光
名
所
と
し
て
認
知
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
や
写
真
家
が
訪
れ
、
地
域
経
済
に
貢

こへび隊（作品ガイド）

星峠の棚田
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献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
複
合
的
に
組
み
合

わ
さ
り
、
棚
田
は
自
然
美
と
文
化
的
価
値
、
な
り
わ

い
が
調
和
す
る
場
所
と
し
て
多
く
の
人
々
に
魅
力
的

に
映
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
棚
田
は
水
田
の
一
枚
一
枚
が
不
規

則
な
形
状
を
し
て
い
て
面
積
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

人
力
で
の
作
業
が
中
心
と
な
る
生
産
性
の
低
い
農
地

で
も
あ
る
。
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
「
棚

田
の
維
持
管
理
の
困
難
性
」
や
「
従
事
者
の
高
齢
化
」

が
全
国
共
通
の
課
題
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
多
様
な
農
業
人
材
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
本
市
で
は
、
大
地
の
芸

術
祭
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て
、

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
、
二
拠
点
居
住
な
ど
、
市
の
取
り
組

み
に
呼
応
す
る
よ
う
に
多
様
な
農
業
人
材
が
活
躍

を
始
め
て
い
る
。

　

彼
ら
が
中
心
と
な
り
、
本
年
度
は
耕
作
放
棄
地
の

復
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
。
復
田
し
た
棚
田
で
は
、
化
学

肥
料
や
化
学
農
薬
を
使
用
し
な
い
有
機
農
法
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
除
草
作
業
に
は
人
手
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
課
題
を
「
関
係
人
口
」
と
い
う
切
り
口
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
手
法
で
解
決

を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。
復
田
し
た
棚
田
で
は
、

本
年
の
６
月
に
東
京
都
世
田
谷
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ「
チ
ー
ム
用
賀
」の
学
生
や
社
会
人
約
30
人
に
よ

る
、
除
草
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
融
合
し
た
「
ジ
ョ
ソ

サ
サ
イ
ズ
」（
１
）
が
開
催
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
９
月
に

は
越え
ち
ご
ま
つ
だ
い

後
松
代
棚
田
群
で
最
大
級
と
な
る
棚
田
で
の
稲

刈
り
と
稲は

さ

が
架
掛
け
イ
ベ
ン
ト
に
、
メ
ン
バ
ー
約
50
人

が
参
加
し
た
。
チ
ー
ム
用
賀
は
、
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い

や
、
地
元
の
お
祭
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
世
田

谷
区
で
２
０
０
０
人
規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
て
い
る
。
本
市
と
世
田
谷
区
と
の
30
年
以
上
に
わ

た
る
交
流
が
縁
で
、
本
市
の
中
山
間
地
域
住
民
と
協

働
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
関
係
人
口

の
中
核
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
棚
田
を
活
用
し
た
企
業
研
修
や
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
も
始
ま
っ
て
い
る
。
棚
田
の
保
全
活

動
は
、
社
員
の
相
互
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
、
組
織
力
の
強
化
に
効
果
が
あ
る
と
注
目

さ
れ
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
目
標
に
掲
げ
る
企
業

の
共
感
を
得
て
い
る
。
本
年
は
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
掲

げ
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
企
業
の
研
修
先
と
し
て
、
春
の

田
植
え
に
15
人
、
秋
の
稲
刈
り
に
は
約
20
人
が
参
加

し
て
く
れ
た
。

　

棚
田
を
活
用
し
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
農
地

保
全
や
労
働
人
口
の
確
保
の
ほ
か
、
食
と
農
を
通
じ

た
魅
力
発
信
と
関
係
人
口
の
増
加
、
集
落
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
将
来
的
に
は
二
拠
点
居

住
や
移
住
の
橋
渡
し
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
「
応
援
団
」
と
の
協
働

　

地
域
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
経
済
界
か
ら
も
評
価
さ

れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
大
地
の
芸
術
祭
を
資
金
調
達

や
情
報
発
信
で
支
え
て
く
れ
る
企
業
経
営
者
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
や
、
令
和
３
年
11
月
に
、
大
地
の
芸
術
祭

実
行
委
員
会
を
「
地
域
協
創
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
定
し
て
く
れ
た

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
例
な
ど
が
あ
る
。
地
域
協

創
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
令
和
４
年
の
第

８
回
展
大
地
の
芸
術
祭
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
作
品
受

け
付
け
や
社
内
研
修
を
実
施
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東

京
電
力
の
ほ
か
、
先
に
紹
介
し
た
棚
田
を
活
用
し
た

企
業
研
修
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
生
ま
れ

る
地
域
住
民
と
の
交
流
・
協
働
の
場
面
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
本
市
と
関
わ
り

を
持
つ
、
関
係
人
口
と
い
う
名
の「
応
援
団
」の
増
加

に
期
待
し
て
い
る
。

　
結
び
に

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
へ
び
隊
を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
多

様
な
応
援
団
、
そ
し
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
を

は
じ
め
経
済
界
と
の
協
創
・
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
続
け
、「
選
ば
れ
て　

住
み
継
が
れ
る

ま
ち　

と
お
か
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

１
） ジ
ョ
ソ
サ
サ
イ
ズ
：
除
草
作
業
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
掛

け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
名
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3寄稿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

地
域
活
性
化

　
四
季
折
々
の
自
然
と
歴
史
文
化
の
ま
ち

　

秩
父
市
は
、
埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
京

都
心
か
ら
約
80
㎞
圏
内
に
あ
り
、
県
北
部
か
ら
山
梨

県
に
至
る
国
道
１
４
０
号
と
、
県
南
部
か
ら
長
野
県

に
至
る
国
道
２
９
９
号
が
市
街
地
で
交
差
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
鉄
道
は
県
北
東
部
か
ら
荒
川
沿
い
に

市
内
を
縦
貫
す
る
秩
父
鉄
道
と
、
都
内
池
袋
か
ら
県

南
部
を
経
て
本
市
に
至
る
西
武
鉄
道
が
あ
る
。

　

市
域
の
約
87
％
は
森
林
で
、
ほ
と
ん
ど
は
秩
父
多

摩
甲
斐
国
立
公
園
や
武ぶ
こ
う甲
・
西
秩
父
な
ど
の
県
立
自

然
公
園
の
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

埼
玉
県
内
を
代
表
す
る
観
光
地
で
、
春
は
羊
ひ
つ
じ
や
ま山

公

園
の
芝
桜
、
秋
は
紅
葉
に
雲
海
、
冬
は
奥
秩
父
の

三み
そ
つ
ち

十
槌
の
氷つ

ら
ら柱
な
ど
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
秩
父
三
社
の
う
ち
市
内
に
は
秩
父
神
社

と
三み
つ
み
ね峯

神
社
が
鎮
座
し
、
他
に
も
秩
父
札
所
な
ど
神

社
仏
閣
も
多
く
点
在
し
て
い
る
。
お
祭
り
が
多
い
と

い
っ
た
特
徴
も
あ
り
、
１
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

お
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
中
で
も
豪
華
絢け
ん
ら
ん爛
な
６
台

の
山
車
の
曳ひ

き
廻ま

わ

し
が
行
わ
れ
る
秩
父
夜
祭
と
手
作

り
ロ
ケ
ッ
ト
を
空
高
く
打
ち
上
げ
る
龍
り
ゅ
う
せ
い勢

祭
は
国
指

定
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
ア
ニ

メ
の
聖
地
と
し
て
も
有
名
と
な
り
、『
あ
の
日
見
た

花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。』『
心
が
叫
び

た
が
っ
て
る
ん
だ
。』『
空
の
青
さ
を
知
る
人
よ
』の
三

部
作
の
舞
台
と
し
て
多
く
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
訪
れ

て
い
る
。
他
に
も
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け

「
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
」と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

　

本
市
を
含
め
た
秩
父
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
旅
行
を
掛
け
合
わ
せ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全
国
的
に
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
糸
口
と
し
て
取
り
組

み
を
始
め
た
。

　

ま
ず
、
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
隠

さ
れ
た
大
地
の
ミ
ス
テ
リ
ー
発
見
ツ
ア
ー
」
を
企
画

し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
本
市
を
含
め
た
秩
父
地
域

と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
と
し
て
活
動
し

秩ち
ち
ぶ父

市
長（
埼
玉
県
）　

北き
た
ぼ
り堀　

篤あ
つ
し

秩父を代表するお祭り「秩父夜祭」
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特集　ボランティアを活用した地域づくり

て
い
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ジ
オ
＝
大
地
、
パ
ー
ク
＝

公
園
の
造
語
で
、
地
質
学
的
に
意
義
の
あ
る
サ
イ
ト

や
景
観
が
保
護
、
教
育
、
持
続
可
能
な
開
発
の
全
て

を
含
ん
だ
総
合
的
な
考
え
方
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ

た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
大
昔
、
本
市
の
あ
る
秩
父
盆
地

は「
古
秩
父
湾
」と
呼
ば
れ
る
海
だ
っ
た
。
こ
の
古
秩

父
湾
に
関
す
る
地
層
の
露
頭
の
見
学
や
化
石
探
し

を
行
う
ツ
ア
ー
で
、
訪
問
場
所
の
保
全
活
動
と
し

て
、
ア
ク
セ
ス
路
の
除
草
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

を
行
程
に
盛
り
込
ん
だ
。
ツ
ア
ー
の
企
画
時
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
で
の
集
客

に
不
安
を
抱
え
て
い
た
が
、
結
果
は
開
始
３
日
で
定

員
に
達
し
、
申
し
込
み
終
了
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
地
質
学
に
興
味
の
あ
る
個
人
の

方
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
客

層
が
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
通
常
の
ツ
ア
ー
に
合
わ
せ
、
地
域
へ
の

貢
献
、
体
験
が
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
行
程

が
好
評
を
得
た
。
本
市
の
魅
力
を
伝
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
環
境
整
備

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
に
は
第
２
回
企
画
と
し
て
、
ア
ニ

メ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「『
今
日
か
ら
君
も
超

平
和
バ
ス
タ
ー
ズ
』
～
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

＆
お
掃
除
大
作
戦　

み
ん
な
で
お
さ
ん
ぽ

２
０
２
３
～
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画

は
、
秩
父
ア
ニ
メ
三
部
作
の
フ
ァ
ン
の
中

で
聖
地
巡
礼
初
心
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
も
の
で
、
秩
父
を
代
表
す
る
ア
ニ
メ
の

聖
地
を
巡
っ
た
後
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を
中

心
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
既
存
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
行
程
で
あ
る
。
ア
ニ

メ
フ
ァ
ン
は
ア
ニ
メ
に
関
連
す
る
聖
地
（
ア
ニ
メ
で

描
写
さ
れ
た
実
際
の
風
景
や
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
）
を
大

切
に
し
て
い
る
。
初
期
か
ら
の
フ
ァ
ン
は
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
り
、
何
度
も
聖
地
に
足
を
運
び
、
時
に
は

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
一
方
で
、
新
た
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
方

か
ら
は
聖
地
巡
礼
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
「
関
心

が
あ
る
も
の
の
勇
気
が
出
ず
参
加
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
」
と
い
っ
た
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
第
２
回
企
画
を
計
画
し

た
。
参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
聖

地
巡
礼
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
昔
か
ら
の
フ
ァ
ン

と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し

た
。
こ
の
第
２
回
企
画
で
は
、
新
た
な
客
層
に
対

し
、
ツ
ア
ー
と
し
て
募
集
を
か
け
る
こ
と
で
参
加
を

促
す
こ
と
が
で
き
た
事
例
と
な
っ
た
。

第2回アニメ企画の様子

第1回ジオパーク企画の様子
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官
民
連
携
の
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
必
ず
し
も
市
だ

け
で
企
画
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
市
で
は
西
武
鉄

道（
株
）と
連
携
し「
環
境
活
動
・
地
域
貢
献
活
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
西

武
鉄
道
が
参
加
者
を
募
集
し
、
秩
父
エ
リ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
図
る
地
域
貢
献

活
動
で
あ
る
。
平
成
28
年
か
ら
続
い
て
お
り
、
芝
桜

の
植
栽
や
農
業
体
験
、
公
園
整
備
な
ど
の
活
動
で
参

加
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
と
し
て
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
組
み
合
わ
せ
た
行

程
と
な
っ
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で

き
る
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
が
中
心
で
、
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
秩
父

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
再
度
秩
父
を
訪
れ
て
も

ら
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

　

官
民
連
携
の
形
と
し
て
本
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
秩
父
」
に
つ
い

て
も
紹
介
す
る
。
こ
の
施
設
は
本
市
と
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
（
株
）Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
が
、
空
き
家
と

な
っ
て
い
た
市
所
有
の
建
築
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
人
手
不
足
の
補
助
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
地
域
の
課
題
に
関
わ
り
な
が
ら
秩
父
に
滞
在
で

き
る
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
域
が
抱
え
る

課
題
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
さ
れ
て
お
り
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
無
料
で
滞
在
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以

外
の
時
間
は
自
由
に
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
用
意
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢

化
に
よ
る
人
手
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
ホ
タ

ル
生
息
地
域
の
保
全
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。
秩
父

な
ら
で
は
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
地
域
課
題

解
決
に
貢
献
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
参
加
者
に

と
っ
て
は
ツ
ア
ー
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
比
べ
自
由
な
旅
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
施
設
で
あ
る
が
、
ツ

ア
ー
型
と
は
異
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
新
た
な
形
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

　

�

本
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
の
向
き
合
い
方

　

幾
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
た
通
り
、
本
市
で
は
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
企
画
す
る
上
で
意
識
す
る
こ
と
は
、
単
に

課
題
の
解
決
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
を
求

め
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ
る
側
も
参
加
者
が
達

成
感
を
得
ら
れ
る
体
験
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
体
験
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
楽
し
め

る
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
す
る
こ
と
や
補
助

的
に
旅
行
要
素
な
ど
も
盛
り
込
み
、
体
系
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
も
有
効
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
集
客
力
や
独
自
の

企
画
力
を
活
用
し
、
多
く
の
参
加
者
に
多
様
な
体
験

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
地
域
の
魅
力
向
上
に
つ
な

が
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
収
益
を
意
識

し
た
旅
行
代
金
の
設
定
が
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
し

か
し
、
そ
こ
で
民
間
企
業
の
力
を
お
借
り
し
て
事
業

性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
価
値
の
あ
る
体
験
を
提

案
す
る
こ
と
に
よ
り
持
続
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
在
り
方
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む

最
大
の
利
点
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
お
伝
え
す

る
。
そ
れ
は
関
係
人
口
の
創
出
に
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
社
会
貢
献
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残

す
こ
と
が
で
き
る
観
光
の
形
で
あ
る
。
こ
の
活
動
を

機
に
つ
な
が
り
を
持
ち
、
新
た
な
秩
父
の
フ
ァ
ン
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
初
め

は
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
っ
て
も
、
自
分
で
汗
を
か
い
て
活
動
し
た
場
所
に

は
特
別
な
感
情
を
持
つ
よ
う
に
な
る
し
、
受
け
入
れ

た
地
域
も
一
度
手
を
貸
し
て
く
れ
た
方
に
は
感
謝
の

意
を
持
ち
続
け
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

き
っ
か
け
に
何
度
も
来
訪
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
結
果
的
に
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
人
口
が
減
少
す

る
地
方
で
課
題
解
決
に
寄
与
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
本
市
で
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
と

し
て
持
続
で
き
る
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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２
度
の
水
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

　
は
じ
め
に

　

武
雄
市
は
、
佐
賀
県
の
西
部
に
位
置
し
、
面
積

１
９
５
・
40
㎢
、
人
口
約
４
万
８
０
０
０
人
の
温
泉

都
市
で
あ
る
。
市
の
中
心
部
に
は
船
の
形
を
し
た
御み

船ふ
ね

山や
ま

、
西
部
に
は
「
21
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の
自

然
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
黒く
ろ
か
み
や
ま

髪
山
が
あ
り
、
雄

大
な
山
々
と
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
令
和

４
年
９
月
に
は
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
、
福
岡
市

や
長
崎
市
な
ど
か
ら
１
時
間
以
内
で
来
訪
で
き
る
た

め
、
人
や
モ
ノ
が
交
流
す
る
拠
点
「
西
九
州
の
ハ
ブ

都
市
」
と
し
て
の
存
在
感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
県
を
横
断
す
る
松
浦
川
と
六
角
川
と
い
う

２
本
の
一
級
河
川
の
源
流
を
持
っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。

　

六
角
川
は
、
低
平
地
を
流
れ
る
蛇
行
河
川
で
、
有

明
海
の
干
満
差
最
大
６
ｍ
も
の
潮
の
影
響
を
受
け
る

た
め
、
そ
の
流
域
は
古
く
か
ら
浸
水
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
流
域
の
約
４
割
が
山
地
、
約
６
割
が
低

平
地
で
、
洪
水
時
に
六
角
川
本
川
の
水
位
が
高
く
な

る
と
、
支
川
か
ら
の
排
水
が
困
難
と
な
り
、
支
川
や

ク
リ
ー
ク
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り
内
水
被
害
が
発
生
す

る
。
内
水
排
除
の
た
め
に
、
六
角
川
水
系
で
は
約
60

カ
所
の
排
水
機
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川
の

水
位
が
計
画
高
水
位
を
上
回
る
場
合
に
は
、
堤
防
の

決
壊
な
ど
に
よ
る
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め
、
排
水
ポ

ン
プ
の
運
転
調
整
が
行
わ
れ
る
。
本
市
は
、
周
り
を

山
に
囲
ま
れ
海
か
ら
遠
い
低
平
地
の
た
め
、
堤
防
と

山
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
お
い
て
内
水
氾
濫
が
発
生
し

や
す
い
地
形
的
特
徴
が
あ
り
、
六
角
川
流
域
の
中
で

も
特
に
深
刻
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
常
襲
水

害
地
域
で
あ
る
。

　
事
例
に
学
ぶ

　

平
成
28
年
４
月
、
熊
本
地
震
が
発
生
。
こ
の
時
は
、

被
災
地
の
要
請
を
待
た
ず
に
救
援
物
資
を
送
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」
が
行
わ
れ
た
が
、
各
自
治
体

で
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル（
計
画
）の
策
定
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
避
難
所
に
届
く
前
の
集
積
地
で

物
資
が
滞
る
な
ど
の
問
題
が
被
災
地
に
お
い
て
発
生

し
た
。

　

熊
本
地
震
被
災
後
、
大
学
時
代
の
恩
師
で
も
あ
る

蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
と
意
見
交
換
し
た
際
に
も

「
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」作
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
、
水
害
常
襲
地
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
早

急
に
整
備
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
武
雄
版
「
受
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

平
成
31
年
２
月
、「
熊
本
県
市
町
村
受
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
モ
デ
ル
」
を
参
考
と
し
な
が
ら
「
武
雄
市
受
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
。
佐
賀
県
内
初
の
受
援
計
画

と
な
っ
た
た
め
、
作
成
後
に
県
内
自
治
体
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
多
数
あ
っ
た
。

　

武
雄
版
「
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
特
徴
と
し
て
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
」に
つ
い
て
焦
点
を
当
て

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
災
害
発
生
時
に
は
市
職
員

の
多
く
も
被
災
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
限
ら
れ
た

人
数
で
は
多
岐
に
わ
た
る
災
害
対
応
に
苦
慮
す
る
こ

と
が
明
白
で
あ
り
、
国
や
県
、
他
自
治
体
か
ら
の
公

的
な
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
必
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
２
度
の
水
害

　

受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
後
、
令
和
元
年
８
月
28

武た
け
お雄

市
長（
佐
賀
県
）　

小こ
ま
つ松　
政た

だ
し
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日
、
本
市
に
時
間
雨
量
１
０
０
㎜
、
３
時
間
雨
量
で

２
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
が
降
り
、
市
内
の
至
る
所

で
河
川
の
氾
濫
、
冠
水
が
発
生
し
、
１
５
３
６
件
の

床
上
床
下
浸
水
被
害
を
受
け
た
。
大
規
模
水
害
と
し

て
は
平
成
２
年
以
来
、
約
30
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
当
時
を
知
る
職
員
も
少
な
く
、
過
去
の
記
憶
を

た
ど
り
な
が
ら
の
対
症
療
法
的
な
災
害
対
応
に
追
わ

れ
た
。

　

そ
こ
か
ら
２
年
も
経
過
し
な
い
令
和
３
年
８
月
11

日
、
午
後
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
19
日
ま
で
断
続
的

に
降
り
続
き
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
は
市
内
の
最

も
多
い
所
で
１
２
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
（
本
市
の

年
間
降
水
量
は
１
９
５
０
㎜
程
度
）
だ
っ
た
。
再
び

本
市
を
１
７
６
２
件
の
床
上
床
下
浸
水
被
害
と
な
る

水
害
が
襲
い
、
わ
ず
か
２
年
で
２
度
の
大
水
害
に
見

舞
わ
れ
た
。

　
受
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

　

令
和
元
年
の
水
害
時
は
策
定
か
ら
半
年
程
度
で

あ
っ
た
た
め
、
防
災
担
当
職
員
以
外
は「
受
援
」と
い

う
言
葉
自
体
も
な
じ
み
が
な
く
、
災
害
時
に
お
け
る

相
互
支
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
相
手
方
さ
え
十
分
に

把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
担
当
業
務
な
ど
を
詳
細

に
記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
い
た
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
初
め
て
経
験
す
る
大
災
害

で
あ
っ
た
た
め
、
初
動
に
お
い
て
現
場
で
は
多
少
混

乱
が
発
生
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
確
認
す
る
こ

と
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
に
こ
の
時
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
県
内
外
か

ら
多
く
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、「
受

援
力
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
実
際
の
現
場
で
の
運
用

に
お
い
て
実
感
し
た
。

　
新
た
な
課
題

　

令
和
３
年
の
水
害
時
に
は
、
直
近
の
経
験
も
あ

り
、
市
長
で
あ
る
私
を
含
め
各
職
員
の
多
く
が
初
動

対
応
か
ら
確
実
に
、
適
切
な
動
き
が
で
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
前
回
と
同
様
の
対
応
で
は
不
十
分
な
こ

と
が
見
え
て
き
た
。

　

特
に
、
わ
ず
か
２
年
で
２
度
の
水
害
で
あ
っ
た
た

め
多
く
の
方
の
心
が

折
れ
か
け
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
住
居
、

な
り
わ
い
な
ど
の
生

活
基
盤
の
復
旧
に
注

力
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。

　

令
和
元
年
の
豪
雨

で
は
全
国
か
ら
１
万

人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
支

援
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
令
和
３
年
の
大

雨
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
範
囲
を
県

内
に
限
定
し
た
こ
と

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
半
分
以
下
に
減
り
、
こ
れ

に
よ
り
特
に
高
齢
者
の
み
世
帯
に
お
い
て
周
囲
と
の

復
旧
ス
ピ
ー
ド
に
如
実
に
差
が
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
わ
ず
か
２
年
で
災
害
時
に
お
け
る
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
し
て
お
り
、
行
政
だ
け
で
の
ニ
ー
ズ
把
握

と
対
応
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
物
理
的
な
復
旧
へ
の
支
援
や
そ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
受
援
だ
け
で
な
く
、
度
重
な

る
水
害
に
よ
っ
て
折
れ
て
し
ま
っ
た
心
や
健
康
面
で

の
ケ
ア
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
、
復
旧
が
遅
れ
た
方
や
心
の
ケ
ア
が
必
要令和3年8月14日午前の市内浸水状況
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な
方
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ニ
ー
ズ
や
問
題
を
持

つ
方
な
ど
へ
の
支
援
は
、
市
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
部
分
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
民
間
と
の
協
力

は
不
可
欠
で
あ
り
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協

力
を
よ
り
密
に
し
て
、
看
護
師
や
医
療
従
事
者
に
よ

る
巡
回
な
ど
、
有
資
格
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入

れ
と
巡
回
に
よ
る
「
健
康
面
の
支
援
」、
漏
れ
た
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
心
身
で
の
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
行
っ
た
。

　

�

一
般
社
団
法
人
佐
賀
災
害
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
の
協
定

　

令
和
４
年
10
月
18
日
、
一
般
社
団
法
人
佐
賀
災
害

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）と「
災

害
発
生
時
等
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｏ
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
か

ら
支
援
の
申
し
出
を
い
た
だ
け
る
が
、
市
職
員
で
は

ど
の
よ
う
な
団
体
が
ど
の
よ
う
な
強
み
が
あ
る
か
、

ど
の
程
度
の
規
模
で
支
援
い
た
だ
け
る
か
判
断
が
困

難
な
場
合
が
多
く
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
支
援
を
行

う
た
め
に
は
、
支
援
リ
ソ
ー
ス
の
運
用
に
つ
い
て
も

協
力
体
制
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
佐
賀
県
と
の
災
害
時
支
援
協
定
な
ど
も

結
ば
れ
、
県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
50
を

超
え
る
団
体
と
共
に
多
く
の
災
害
現
場
に
て
活
動
さ

れ
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
被
災
地
で
の
活
動
経
験
が

豊
富
な
構
成
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
そ
の
経
験
や
知
識

を
持
っ
て
、
よ
り
迅
速
か
つ
適
切
な
被
災
者
支
援
が

可
能
な
団
体
で
あ
る
。

　

２
度
の
災
害
後
、「
受
援
力
」を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
多
く
の
自
治
体
、
企
業
、
団
体
と
災
害
時
に
お

け
る
応
援
協
定
を
締
結
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
の
協

定
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の

力
を
災
害
時
に
円
滑
に
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
の
も

の
で
も
あ
る
。

　
平
時
の
連
携

　

災
害
後
も
Ｓ
Ｐ
Ｆ
を
含
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
定
期
的
な
連

携
会
議
を
行
っ
て
お
り
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」を
築

き
な
が
ら
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
災
害
時
に
お
け
る

連
携
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
災

害
時
に
お
い
て
は
庁
内
に
常
駐
し
て
も
ら
い
災
害
対

策
本
部
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
が
で
き
る
体
制
の
構

築
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
現

場
で
あ
る
地
域
と
そ
こ
に
住
む
方
と
の
「
顔
の
見
え

る
関
係
」に
も
重
点
を
置
い
て
お
り
、
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
が
合
同
で
地
域
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　

実
際
の
災
害
現
場
で
は
、
地
域
に
住
み
続
け
た
人

で
な
い
と
分
か
ら
な
い
潜
在
的
な
災
害
発
生
箇
所
や

災
害
の
特
性
が
必
ず
存
在
す
る
。
防
災
訓
練
で
は
、

そ
の
よ
う
な
地
域
に
潜
む
災
害
リ
ス
ク
や
備
え
方
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
、
防
災
意
識
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
と
の
顔
つ
な
ぎ
と
い
う

側
面
も
兼
ね
て
実
施
し
て
い
る
。

　

災
害
は
１
度
だ
け
で
な
く
、
２
度
３
度
起
こ
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
防
災
が
必
要
で
あ
り
、
多

様
化
す
る
支
援
内
容
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
体
と

し
て
受
援
体
制
と
そ
の
運
用
体
制
を
整
え
、
応
援
協

定
を
幅
広
く
結
ぶ
な
ど
の
連
携
の
強
化
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
平
時
か
ら
地
域
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援

者
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
り
、
災
害
時
に
は
電
話

１
本
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
平

時
か
ら
の「
備
え
な
い
防
災
」が
必
要
で
あ
る
。
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大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
昨
年
の
ト
ン

ガ
の
海
底
火
山
爆
発
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
年
に
入
っ
て
も
、
５
月
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ム
ラ
ピ
火
山
の
噴
火
、
６
月
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ヨ
ン
火
山
の
噴
火
な
ど
、
海
外
で
は
火
山

噴
火
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
噴
火
は
、
環

太
平
洋
の
火
山
地
帯
に
お
い
て
は
火
山
災
害
が
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
日
本
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
い
。
今
年
に
入
っ
て
、
桜
島
や

浅
間
山
な
ど
で
火
山
活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
来
た
る
べ
き
大
噴
火
へ
の
備
え
を

お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
火
山

噴
火
の
危
険
性
と
自
治
体
の
火
山
対
策
に
触
れ
て

お
く
。

火
山
災
害
の
動
向
と
特
質

　

噴
火
の
危
険
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
活
火
山
が
、

日
本
に
は
１
１
１
も
存
在
す
る
。
世
界
の
１
割
に

当
た
る
活
火
山
が
日
本
に
集
中
し
て
い
る
。
火
山

大
国
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
太
古
の
昔
か

ら
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
火
山
噴
火
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
１
７
０
７
年
の
宝
永
の
富
士
山
噴
火
や

１
７
８
３
年
の
天
明
の
浅
間
山
噴
火
な
ど
の
、
大
規

模
な
噴
火
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
明
治
以
降
を
見

て
も
、
１
８
８
８
年
の
磐
梯
山
噴
火
、
１
９
１
４
年

の
桜
島
噴
火
、
１
９
２
６
年
の
十
勝
岳
噴
火
な
ど
、

大
規
模
な
噴
火
災
害
が
起
き
て
い
る
。
磐
梯
山
噴
火

で
は
５
０
０
人
近
く
も
の
犠
牲
が
出
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
約
１
０
０
年
前
の
十
勝
岳
噴
火
の
後

は
、
１
９
９
１
年
の
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
や
２
０
１
４

年
の
御
嶽
山
噴
火
が
あ
る
も
の
の
、
噴
出
量
が

3
億
㎥
を
超
え
る
大
規
模
な
噴
火
災
害
は
見
ら
れ

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
火
山
災

害
へ
の
警
戒
心
が
緩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

火
山
災
害
を
人
ご
と
と
思
っ
て
い
る
自
治
体
も
少

な
く
な
い
。

　

し
か
し
、
地
震
が
活
動
期
を
迎
え
て
い
る
よ
う

に
火
山
噴
火
も
活
動
期
を
迎
え
て
い
る
。
噴
火
の

兆
候
が
見
ら
れ
る
桜
島
は
も
と
よ
り
、
全
国
至
る

所
で
火
山
が
活
性
化
し
て
お
り
、
富
士
山
噴
火
も

い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
火
山
噴
火
の
リ
ス
ク
は
、
確
実
に
高
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
火
山
噴
火
の
対
策
は
、
残
念
な
が
ら
前

に
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
火
山
災
害

の
「
長
期
休
止
性
」「
予
測
困
難
性
」「
避
難
不
能
性
」

「
多
元
複
層
性
」と
い
っ
た
特
質
が
指
摘
で
き
る
。

　

長
期
休
止
性
と
い
う
の
は
、
一
部
の
火
山
を
除

い
て
発
生
間
隔
が
長
い
た
め
、
危
機
感
が
薄
れ
て

し
ま
う
こ
と
を
い
う
。
予
測
困
難
性
は
、
噴
火
の

態
様
も
規
模
も
多
様
で
、
噴
火
災
害
の
予
測
や
想

定
が
難
し
い
こ
と
を
い
う
。
避
難
不
能
性
は
、
噴

石
や
火
砕
流
あ
る
い
は
融
雪
泥
流
な
ど
は
一
瞬
に

拡
散
す
る
た
め
、
噴
火
が
起
き
て
か
ら
避
難
し
て

い
て
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
多
元
複
層

性
と
い
う
の
は
、
被
害
と
対
策
に
多
く
の
要
素
や

組
織
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

求
め
ら
れ
る
対
策
と
総
合
化

　

不
確
実
な
現
象
に
立
ち
向
か
う
上
で
も
、
多
様

な
要
素
が
絡
む
事
象
に
備
え
る
上
で
も
、
対
策
の

総
合
化
が
欠
か
せ
な
い
。
火
山
災
害
で
も
他
の
災

害
と
同
様
、
対
策
の
合
わ
せ
技
と
し
て
の
手
段
の

「
火
山
噴
火
災
害
」
と
自
治
体
の
課
題

神
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足
し
算
、
人
間
の
足
し
算
、
時
間
の
足
し
算
、
空

間
の
足
し
算
が
欠
か
せ
な
い
。

　

手
段
の
足
し
算
で
は
、
導
流
堤
、
砂
防
地
、
流

路
工
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
加
え
て
、

監
視
や
警
戒
さ
ら
に
は
避
難
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム

や
体
制
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
啓
発
や
教
育

と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
エ
ア
が
求
め
ら
れ
る
。

　

人
間
の
足
し
算
で
は
、
観
光
客
に
対
す
る
対
策

と
居
住
者
に
対
す
る
対
策
の
両
方
が
必
要
だ
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
関
係

機
関
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
関
係
機
関
の
対
策

で
は
「
火
山
防
災
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
避
難
計

画
な
ど
の
防
災
対
策
を
、
行
政
単
位
の
縦
割
り
で

は
な
く
、
火
山
単
位
に
横
割
り
で
捉
え
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
山
小
屋
や
登
山
ガ
イ
ド
、

加
え
て
、
専
門
家
と
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い
。
予

測
の
困
難
さ
や
意
識
の
風
化
を
克
服
す
る
た
め
に
、

専
門
知
識
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

時
間
の
足
し
算
で
は
、
応
急
の
情
報
伝
達
や
避

難
誘
導
な
ど
だ
け
で
な
く
、
事
前
の
体
制
整
備
や

意
識
啓
発
、
事
後
の
被
災
救
援
や
地
域
振
興
に
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
火
山
と
の
共
生
と
い
う

視
点
か
ら
の
日
常
的
な
取
り
組
み
が
大
切
で
、
ジ

オ
パ
ー
ク
や
観
光
と
の
融
合
が
求
め
ら
れ
る
。
意

識
の
啓
発
と
い
う
視
点
か
ら
の
日
常
的
な
取
り
組

み
も
大
切
で
、
火
山
に
つ
い
て
の
防
災
教
育
や
環

境
教
育
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
や

火
山
教
育
と
い
う
こ
と
で
は
、
火
山
エ
キ
ス
パ
ー

ト
や
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
と
活
用
が
欠
か
せ
な
い
。
市
民
運
動
と

し
て
の
火
山
防
災
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
火
山
防
災
で
も
市
民
力
を
い
か
に
高

め
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

自
治
体
の
課
題
と
果
た
す
べ
き
役
割

　

火
山
噴
火
予
知
や
観
測
体
制
整
備
に
お
い
て
は
、

国
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
か
、

自
治
体
の
対
策
が
受
動
的
に
な
っ
て
い
る
。
火
山

噴
火
リ
ス
ク
の
高
い
自
治
体
に
お
い
て
も
、
避
難

施
設
の
整
備
や
避
難
計
画
の
策
定
が
形
骸
化
し
て

い
る
。
自
治
体
の
避
難
促
進
施
設
の
指
定
や
避
難

確
保
計
画
の
策
定
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
は
、
第
一
に
噴
火
の
シ
ナ
リ
オ
や
リ

ス
ク
の
同
定
を
図
る
こ
と
、
第
二
に
情
報
伝
達
や

施
設
整
備
さ
ら
に
は
避
難
確
保
の
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
、
第
三
に
組
織
体
制
や
協
働
体
制
の
構
築

を
図
る
こ
と
、
第
四
に
意
識
啓
発
や
防
災
教
育
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
の
同
定
で
は
、

火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
周
知
す
る
こ
と
、

避
難
誘
導
と
確
保
で
は
、
山
岳
ガ
イ
ド
や
集
客
施

設
の
活
用
を
図
る
こ
と
、
協
働
体
制
の
構
築
で
は
、

市
民
レ
ベ
ル
の
専
門
家
の
参
画
を
図
る
こ
と
、
防

災
教
育
で
は
実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
繰
り
返
す

こ
と
が
、
求
め
ら
れ
る
。

　

近
く
に
危
険
な
火
山
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

人
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
自
治
体
は
少
な
く

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
火
山
は
全
国
各
地
に
点
在
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
火
山
灰
な
ど
の
被
害
が
広

域
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
、
全
国
ど
こ
で
も
火

山
噴
火
の
影
響
を
受
け
る
。
ま
た
、
市
民
が
旅
行

中
に
火
山
噴
火
に
出
合
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
誰

も
が
火
山
噴
火
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

え
る
。
と
な
る
と
、
全
て
の
自
治
体
が
、
火
山
対

策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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学名誉教授、神戸大学名誉教授。日本火災学会会長、日本災害復興学会会長、

地区防災計画学会会長、中央防災会議専門委員、消防審議会会長などを歴任。日

本建築学会論文賞、日本火災学会賞、防災功労者内閣総理大臣表彰、兵庫県社

会賞、神戸新聞平和賞、ＮＨＫ放送文化賞などを受賞。著書に、『地域計画と防火』

（勁草書房）、『建築防災・安全』（鹿島出版会）、『大震災以後』（岩波書店）など。

筆者プロフィール
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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第62回

雲
南
市
立
病
院
を
訪
問

　

２
０
２
３
年
９
月
15
日
、
島
根
県
雲
南
市
に
あ

る
雲
南
市
立
病
院
を
訪
問
し
た
。
雲
南
市
立
病
院

は
、
１
９
４
８
年
３
月
に
島
根
県
農
業
会
に
よ
り

「
雲
南
共
存
病
院
」（
50
床
）
と
し
て
開
院
さ
れ
た
。

１
９
６
１
年
に
は
大
東
町
外
９
ヶ
町
村
雲
南
共
存

病
院
組
合
に
移
管
さ
れ
る
。
１
９
８
９
年
に
「
公
立

雲
南
総
合
病
院
」
に
名
称
変
更
が
行
わ
れ
る
。

２
０
１
１
年
に
は
市
町
村
合
併
の
影
響
で
雲
南
市
、

奥
出
雲
町
、
飯
南
町
の
１
市
２
町
で
構
成
し
て
い

た
病
院
組
合
を
解
散
。
雲
南
市
立
病
院
と
し
て
、

雲
南
市
（
現
在
人
口
約
３
万
５
千
人
）
の
単
独
経
営

と
な
っ
た
。
15
の
診
療
科
、
職
員
数
４
２
２
人
（
う

ち
医
師
35
人
、
２
０
２
３
年
４
月
現
在
）、
２
８
１

床
（
一
般
１
５
５
床
、
地
域
包
括
48
床
、
回
復
期
リ

ハ
30
床
、
療
養
48
床
）
の
病
院
と
し
て
、
雲
南
地
域

の
住
民
の
命
を
守
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
10
月

に
は
、
新
病
院
改
築
事
業
を
完
了
し
て
い
る
。

　

雲
南
市
立
病
院
は
か
つ
て
深
刻
な
経
営
危
機
に

直
面
し
た
こ
と
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ

た
新
医
師
初
期
研
修
制
度
は
病
院
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
２
０
０
２
年
４
月
に
34
人
在
籍
し
た
医
師

が
、
２
０
０
９
年
４
月
に
は
17
人
に
半
減
し
た
。
医

師
退
職
に
よ
り
医
業
収
益
が
大
幅
に
減
少
し
、
当
時

の
病
院
組
合
の
手
持
ち
現
金
は
枯
渇
す
る
。
そ
の

後
、
雲
南
市
立
病
院
は
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
病
院

の
経
営
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

病
院
を
訪
問
し
て
最
初
に
見
つ
け
た
の
が
、
玄

関
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
「
地
域
医
療
日
本
一
を
目
指

し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
写
真
１
の
よ
う
に
バ
ッ
ジ
に
も
な
っ
て
お
り
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
身
に
着
け
て
お
ら
れ
た
。「
す
ご

い
こ
と
言
う
な
、
こ
の
病
院
」
と
い
う
の
が
正
直
な

感
想
で
あ
っ
た
。

地
域
医
療
人
材
の
育
成

　

経
営
再
建
に
取
り
組
ん
だ
雲
南
市
立
病
院
が
最

も
力
を
入
れ
た
の
が
地
域
医
療
人
材
の
育
成
で

あ
っ
た
。「
地
域
に
必
要
な
医
療
人
は
地
域
で
生
み
、

育
て
る
」
と
し
て
、「
地
域
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
た
。
島
根
大
な
ど
の
医
学
生
、
島
根
大

学
病
院
、
島
根
県
立
中
央
病
院
、
国
立
病
院
機
構
浜

田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
府
中
病
院（
大
阪
府
）を
は
じ
め

と
す
る
県
内
外
の
病
院
か
ら
研
修
医
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
２
０
２
１
年
度
の
実
績
は
医
学
生
38
人

（
延
べ
86
週
）、
研
修
医
20
人（
延
べ
21
月
）に
及
ん
で

い
る
。
最
近
で
は
長
期
間
の
研
修
生
を
優
先
的
に
受

け
入
れ
て
お
り
、
医
学
部
５
年
生
が
６
年
生
に
お
い

て
も
研
修
参
加
、
医
学
生
が
研
修
医
と
し
て
研
修
参

島
根
県
雲
南
市
の
地
域
医
療

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸

写真1　�職員がつけているバッジ
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地域医療再生への道

加
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

病
院
に
は
研
修
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
院
内
に
研

修
室
が
設
け
ら
れ
、
宿
泊
施
設
も
完
備
し
て
い
る
。

　

医
師
だ
け
で
は
な
く
看
護
学
生
、
薬
学
生
な
ど
の

医
療
関
係
学
生
の
実
習
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

お
り
、
２
０
２
１
年
度
の
受
け
入
れ
は
約
60
人
に
及

ぶ
。
ま
た
、
将
来
の
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
者

を
育
て
る
た
め
に
小
・
中
・
高
生
の
体
験
活
動
も
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
高
校
生
は
医
療
現
場
体

験
や
一
日
助
産
師
体
験
な
ど
に
約
１
５
０
人
が
参

加
、
中
学
生
は「
夢
」発
見
ウ
イ
ー
ク
や
一
日
看
護
体

験
な
ど
に
約
50
人
が
参
加
、
小
学
生
は
ふ
る
さ
と
教

育
な
ど
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

総
合
診
療
医
の
養
成

　

医
師
の
大
量
退
職
で
最
盛
期
に
10
人
在
籍
し
た

内
科
医
が
２
人
ま
で
減
少
し
た
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
に
、
２
０
１
０
年
に「
地
域
総
合
診
療
科
」が
創

設
さ
れ
、
外
科
医
２
人
が「
総
合
診
療
医
」の
名
の
下

に
、
内
科
患
者
の
外
来
を
担
当
し
、
在
宅
医
療
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
病
院
機
能
の
維
持
を
図
っ
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、
総
合
診
療
が
中
心
と
な
り
持
続

可
能
な
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
に
「
地

域
ケ
ア
科
」
を
創
設
し
、
指
導
医
を
招
へ
い
し
た
。

２
０
２
３
年
現
在
の
地
域
ケ
ア
科
は
指
導
医
２
人
、

専
攻
医
８
人
の
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
人

材
育
成
や
総
合
診
療
医
養
成
の
試
み
も
あ
っ
て
、

２
０
２
３
年
４
月
の
常
勤
医
師
数
は
35
人
（
う
ち
地

域
枠
医
師
３
人
）
と
な
り
、
２
０
０
２
年
４
月
の
34

人
を
超
え
る
在
籍
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
と
共
に
歩
む
病
院

　

雲
南
市
立
病
院
の
特
徴
は
地
域
住
民
に
よ
る
地

域
医
療
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
が
あ
る
。
病
院
で
は

「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
」
と
「
市
立
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
活
躍
し
て
い

る
。
市
民
の
会
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
研
修

会
、
サ
ン
キ
ュ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
受
診
の
便
利
手

帳
、
着
任
医
師
歓
迎
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
毎
日
の
病
院
玄
関
で

の
車
い
す
介
助
、
定
期
的
な
敷
地
内
の
草
刈
り
、
花

壇
、
生
け
垣
な
ど
の
整
備
、
病
院
内
の
美
化
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
病
院
を
訪
問
し
た
時
、
た
ま

た
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
月
１
回
の
草
刈

り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
見
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
視
点
で
雲
南
地
域
医
療
を
考
え

る
会
が
、
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
を
含
め
た
「
雲
南
の

地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
２
０
０
６

年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
筆
者
が
病
院
を
訪
問
し
た

の
は
、
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
第
16
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
講
演
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

病
院
も
、
積
極
的
に
住
民
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
、「
市
報
う
ん
な
ん
」
に
毎
月
４
ペ
ー
ジ
「
雲
南
病

院
だ
よ
り
」
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
の
番
組
放
送
、
出
演
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
て
い
る
。
地
域
の
病
院
と
し
て
住
民
と
共
に

歩
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。

　

島
根
か
ら
帰
っ
て
き
て
、「
地
域
医
療
日
本
一
を

目
指
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
み
た
。「
地
域
医
療
日
本
一
」
の
実
現
に

は
、
病
院
職
員
、
住
民
、
議
会
議
員
、
市
役
所
職

員
な
ど
、
地
域
に
住
み
働
く
全
て
の
人
が
、
良
い

医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、

で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
考
え
る
。
全
て
の
人
の
努
力
の
結
果
が
「
地
域
医

療
日
本
一
」
に
近
づ
い
て
い
く
歩
み
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
雲
南
市
立
病
院
お
よ
び
雲
南

市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
医
療
に
関
す
る
取
り
組
み

に
期
待
を
し
た
い
。

伊関友伸（いせき　ともとし）
1987年埼玉県入庁、県民総務課、大利根町企
画財政課長、県立病院課、社会福祉課、精神保
健総合センターなどを経て、2004年城西大学経
営学部准教授、2011年4月同教授。研究分野は
行政学。総務省「持続可能な地域医療提供体制
を確保するための公立病院経営強化に関する検
討会」構成員など、数多くの国・地方自治体の委
員を務める。著書に『人口減少・地域消滅時代の
自治体病院経営改革』（ぎょうせい2019年）、『新
型コロナから再生する自治体病院』（ぎょうせい
2021年）など。

筆者プロフィール
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10月11日～ 11月９日

第
85
回
全
国
都
市
問
題
会
議
を
開
催
、
市
長
を

は
じ
め
約
１
８
０
０
名
の
行
政
関
係
者
が
参
加

　

10
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
八
戸
市
の
八
戸
市

公
会
堂
・
公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
文
化

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
都
市
の
魅
力
と
発
展
」

を
テ
ー
マ
に
、（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市

研
究
所
、（
公
財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
及
び
八
戸
市

と
の
共
催
に
よ
り
約
１
８
０
０
名
の
参
加
者
を
得
て

開
催
し
た（
詳
細
は
本
号
巻
頭
の「
第
85
回
全
国
都
市

問
題
会
議
報
告
」を
参
照
）。

［
調
査
広
報
部
］

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
令
和
５
年
度
第
２
回
）

を
開
催
し
、
立
谷
会
長
が
出
席

　

10
月
19
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
５

年
度
第
２
回
）
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
立
谷
会

長
が
出
席
し
、
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
及
び
地
方
分

権
改
革
の
推
進
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
並
び
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
総
点
検
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
①
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の

実
施
に
あ
た
り
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
地

方
財
源
も
含
め
て
確
実
に
財
源
措
置
を
す
る
こ
と
。

加
え
て
、
地
方
単
独
事
業
に
対
す
る
安
定
的
な
地
方

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
②
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
あ
た
っ
て
は
、
移
行
経
費
総
額
が
補
助
金

の
上
限
額
を
大
幅
に
超
過
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
た
め
、
全
額
国
庫
補
助
に
よ
り
必
要
額
を
確
実

に
措
置
す
る
こ
と
、
③
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確

保
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
④
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
は
、
端
末
等
の
更
新
経
費
に

つ
い
て
、
国
費
に
よ
り
恒
久
的
に
財
政
措
置
す
る
こ

と
、
⑤
今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
秋
接
種

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
量
を
確
保
し
、
速

全国市長会の 動き
詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。

#1#2
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や
か
に
供
給
す
る
こ
と
、
⑥
来
年
度
以
降
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
等
を
早
期
に
明
示

す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
地
域
間
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
国
費
に
よ
る
財
政
支
援
等
を
講
じ
る

こ
と
、
⑦
国
土
強
靱
化
等
に
つ
い
て
は
、
５
か
年
加

速
化
対
策
後
も
必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確
実

に
確
保
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を
し
た
。

［
企
画
調
整
室
］

「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』を
担
う
質
の 

高
い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に 

関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て（
諮
問
）」に

対
す
る
意
見
書
を
中
央
教
育
審
議
会
へ
提
出

　

10
月
20
日
、「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担

う
質
の
高
い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関

す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い
て
（
諮
問
）」
に
対
す
る

意
見
書
を
中
央
教
育
審
議
会
へ
提
出
し
た
。

　

同
意
見
書
は
、
公
立
の
義
務
教
育
の
学
校
設
置
者

の
立
場
を
中
心
と
し
、
①
教
師
の
処
遇
改
善
、
学
校

の
運
営
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
社

会
全
体
で
学
校
教
育
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
、
②
社
会
全
体
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
学
校
を
取
り
巻
く
現
在
の
状
況
を
十
分
に
踏
ま

え
、“
教
職
調
整
額
”等
を
検
証
し
、
所
要
の
見
直
し

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
③「
35
人
学
級
」

に
つ
い
て
、
今
後
中
学
校
を
含
め
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
や
、
小
学
校
に
お
け
る
専
科
指
導
教
員
の
計
画

的
な
配
置
充
実
な
ど
を
今
後
も
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
教
師
が
児
童
生
徒

へ
の
学
習
指
導
等
に
注
力
で
き
る
よ
う
、
教
員
業
務

支
援
員
等
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て

い
る
。

［
社
会
文
教
部
］

「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の

場（
第
２
回
）」が
開
催
さ
れ
、
立
谷
会
長
及
び

吉
田
・
本
庄
市
長
が
出
席

　

10
月
27
日
、「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方

の
協
議
の
場
（
第
２
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
こ
ど
も
大

綱（
中
間
整
理
）に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
本

会
か
ら
立
谷
会
長
、
社
会
文
教
委
員
会
委
員
長
の
吉

田
・
本
庄
市
長
が
出
席
し
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強

化
に
つ
い
て
、
都
市
自
治
体
の
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
と「
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」の
加
速
化
プ
ラ

ン
と
の
協
調
に
よ
り
、
さ
ら
に
効
果
あ
る
も
の
と
し

#3

#4

地方六団体代表者（左から2番目が立谷会長）

立谷会長
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て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
実
施
の
た
め
に
必
要

な
人
材
の
確
保
や
安
定
的
な
地
方
財
源
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

　

吉
田
・
本
庄
市
長
か
ら
は
、
①
都
市
自
治
体
と
し

て
も
国
と
視
点
を
共
有
し
な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
②
特
別
な
配
慮
を

要
す
る
こ
ど
も
や
こ
ど
も
の
貧
困
等
に
対
応
す
る
専

門
職
員
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
財
源
を
含
め
た
国
か

ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
③
こ
ど
も
・
若
者

の
社
会
参
画
・
意
見
反
映
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に

お
い
て
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
な
く
取
り
組
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
、
④
大
綱
が
目
指
す
数
値
目
標
等
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
も
の
と
し
、
数

値
の
達
成
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
本
当
に
こ
ど

も
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
設
定
と
す
る
こ
と
、
⑤
自

治
体
こ
ど
も
計
画
を
あ
ら
た
め
て
策
定
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
既
存
の
計
画
と
の
関
係
に
お
い
て
過
度

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
⑥
大
綱
を

踏
ま
え
た
施
策
の
実
施
に
必
要
な
安
定
的
な
財
源

は
、
地
方
財
源
を
含
め
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
発
言
を
行
う

と
と
も
に
、
本
庄
市
に
お
け
る
こ
ど
も
・
子
育
て
現

場
で
の
課
題
に
つ
い
て
事
例
を
発
表
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

「
第
15
回
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
」が 

開
催
さ
れ
、
社
会
文
教
委
員
会
副
委
員
長
の 

都
竹
・
飛
驒
市
長
が
出
席

　

10
月
31
日
、「
第
15
回
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築

に
つ
い
て
の
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
本

会
か
ら
社
会
文
教
委
員
会
副
委
員
長
の
都
竹
・
飛
驒

市
長
が
出
席
し
た
。

　

都
竹
・
飛
驒
市
長
か
ら
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の

構
築
の
議
論
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
は
も
と
よ
り
、

人
口
減
少
、
労
働
生
産
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
前
提
に
、
必
要
と
な
る
人
材
を
ど
う
確
保
し

吉田・社会文教委員長（本庄市長）

加藤・内閣府特命担当大臣

#5
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て
い
く
の
か
を
軸
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た

う
え
で
、
①
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
現
場
の
自
治

体
が
計
画
的
に
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
た
め
の
必

要
な
財
源
に
つ
い
て
、
国
に
お
い
て
確
実
に
確
保
さ

れ
た
い
、
②
医
療
保
険
制
度
関
係
に
つ
い
て
は
、
年

齢
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
応
能
負
担
に
よ
り
支
え
合

う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
が
、
今
後
の
、
保
険
者
や

被
保
険
者
の
負
担
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
制
度
設

計
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
十
分
に
留
意
さ
れ
た
い
、
③
医
療
制
度
改
革
関

係
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
、
地
方
の
医
師
確
保
、

偏
在
対
策
、
診
療
科
偏
在
対
策
に
つ
い
て
、
財
政
措

置
も
含
め
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
い
、
④
介
護
保
険

制
度
関
係
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
介
護
報
酬
改
定

に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
介
護
保
険
料

の
水
準
に
留
意
し
つ
つ
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に

資
す
る
改
定
と
さ
れ
た
い
、
⑤
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
拙
速
に
進
め
る
こ
と
な
く
、
都
市
自
治

体
や
医
療
機
関
に
対
し
、
過
剰
な
財
政
負
担
や
事
務

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
さ
れ
た

い
、
⑥
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
支
援
ニ
ー
ズ
は
複
雑
化
、
複
合
化
し
て
い
る

中
、
地
域
福
祉
を
担
う
人
材
不
足
の
た
め
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、

多
機
関
に
よ
る
連
携
強
化
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、
財
政
支

援
を
含
む
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
等
の
発
言

を
行
っ
た
。

［
社
会
文
教
部
］

自
由
民
主
党「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る 

政
策
懇
談
会
」に
副
会
長
の
藤
原
・
伊
丹
市
長

が
出
席

　

11
月
８
日
、
自
由
民
主
党
「
予
算
・
税
制
等
に
関

す
る
政
策
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
、
副
会
長
の
藤
原
・

伊
丹
市
長
を
は
じ
め
、
地
方
六
団
体
等
の
各
代
表
が

出
席
し
た
。

　

藤
原
・
伊
丹
市
長
か
ら
は
、
都
市
自
治
体
に
と
っ

て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
役
割
を

果
た
す
た
め
に
は
、
安
定
的
な
税
財
源
の
確
保
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
①
総
合
経
済
対
策
に

伴
う
交
付
税
減
収
に
対
す
る
確
実
な
補
塡
、
②
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
に
係
る
財
源
の
確
保
、
③
地
方
一

般
財
源
総
額
と
地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
、
④
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
策
等
に
係
る
地
方
財
源
の
確
保
、

⑤
固
定
資
産
税
の
安
定
的
確
保
、
⑥
自
動
車
関
係
諸

税
の
あ
り
方
の
検
討
に
当
た
っ
て
の
地
方
財
政
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

［
財
政
部
］

#6

発言する副会長の藤原・伊丹市長
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「
第
３
回
今
後
の
教
職
員
定
数
の
在
り
方
等
に

関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」が
開
催
さ
れ
、

吉
田
・
本
庄
市
長
が
出
席

　

11
月
９
日
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
「
第
３
回　

今
後
の
教
職
員
定
数
の
在
り
方
等
に
関
す
る
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
社
会
文

教
委
員
会
委
員
長
の
吉
田
・
本
庄
市
長
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
し
、
教
職
員
定
数
の
在
り
方
等
に
関
し
意

見
陳
述
を
行
っ
た
。

［
社
会
文
教
部
］発言する吉田・本庄市長

#7
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令和６年 全国市長会年間行事予定

月　日
時　刻

会　場 会　議　名　他
開始 終了

１月24日（水） 10:00 12:00 全国都市会館 
ルポール麹町　他 （行政、財政、社会文教、経済）委員会

13:30 15:00 日本都市センター会館 理事・評議員合同会議

４月10日（水） 13:30 15:00 全国都市会館 理事会

４月11日（木） 10:00 12:00 全国都市会館 各支部・都道府県市長会事務局長等連絡会議

６月11日（火） 11:00 12:00 日本都市センター会館 理事・評議員合同会議

13:30 15:00 ルポール麹町 
ＪＡ共済ビル　他 第１〜第４分科会

15:30 17:00 日本都市センター会館 市長フォーラム

６月12日（水） 10:00 12:00 ホテルニューオータニ 第94回全国市長会議

　 　 同上 （行政、財政、社会文教、経済）委員会

７月17日（水） 10:00 12:00 全国都市会館 
ルポール麹町　他 （行政、財政、社会文教、経済）委員会

13:00 14:30 日本都市センター会館 理事・評議員合同会議

10月17日（木）
（第１日） 9:30 17:00 アクリエひめじ

第86回全国都市問題会議
　開催地：姫路市
　アクリエひめじ（住所：姫路市神屋町143番地2）10月18日（金）

（第２日）
9:30 12:00 同上

　（午後視察）

11月13日（水）13:00 15:00 全国都市会館 
ルポール麹町　他 （行政、財政、社会文教、経済）委員会

11月14日（木）13:00 15:00 日本都市センター会館 理事・評議員合同会議

12月
（政府予算対策） 全国都市会館 （必要に応じて）理事会または政策推進委員会

※時刻、会場等については予定であり、正式には開催通知で連絡いたします。
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